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(57)【要約】
　本発明は、微生物及び／又は感染体を有効量のポリマ
ー組成物と接触させて、微生物及び／又は感染体の生殖
能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除するこ
とを含む方法であって、ポリマー組成物が水、水溶性膜
形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤を含む、
方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物及び／又は感染体を有効量のポリマー組成物と接触させて、前記微生物及び／又
は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除することを含む方法であ
って、前記ポリマー組成物が水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤
を含む、方法。
【請求項２】
　前記微生物が、細菌、リケッチア、原生動物、真菌、植物、動物又はその２種類以上の
混合物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記微生物が、細菌、真菌、酵母、酵母バイオフィルム、糸状菌、原生生物又はその２
種類以上の混合物を含む、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記微生物が１種類以上の胞子を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記感染体が病原体を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記感染体が、ウイルス、プリオン、リケッチア又はその２種類以上の混合物を含む、
請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ポリマーが、ビニルアルコール及び／又は（メタ）アクリル酸から誘導される繰り
返し単位を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ポリマーが、ポリビニルアルコール、ビニルアルコール共重合体又はその混合物を
含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポリマーが、式－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＣＯＲ）－で表される繰り返し単位を更に含み
、式中、Ｒはアルキル基である、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ポリマーが、酢酸ビニルから誘導される繰り返し単位を更に含む、請求項１から９
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ポリマーが、ビニルアルコール及び／又は（メタ）アクリル酸から誘導される繰り
返し単位と、エチレン、プロピレン、アクリル酸、メタクリル酸、アクリルアミド、メタ
クリルアミド、ジメタクリルアミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸メチ
ル、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、ビニルピロリドン、アクリル酸ヒドロキシエ
チル、アリルアルコール、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキセチルセルロース又は
その２種類以上の混合物のうち１つ以上から誘導される繰り返し単位とを含む、請求項１
から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ポリマーがポリビニルアルコールを含み、前記ポリマーが約１０，０００から約１
，０００，０００の範囲、好ましくは約１０，０００から約１５０，０００ｇ／ｍｏｌの
範囲の分子量、及び約７０％から約１００％の範囲、好ましくは約７０％から約９０％の
範囲の加水分解レベルを有する、請求項１から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記キレート化剤が、炭化水素結合と２個以上の官能基とを含む有機化合物を含み、前
記官能基が＝Ｏ、－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＮＯ２、＝ＮＲ、＝ＮＯＲ又は＝ＮＲ＊ＯＲの１
個以上を含み、式中、ＲはＨ又はアルキルであり、Ｒ＊はアルキレンである、請求項１か
ら１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記キレート化剤が、炭化水素結合と２個以上の官能基とを含む有機化合物を含み、前
記官能基が１個以上のリン酸基及び／又はホスホン酸基を含む、請求項１から１３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記キレート化剤が、ジエチレントリアミン五酢酸、エチレンジアミン四酢酸、プルシ
アンブルー、クエン酸、ペプチド、アミノ酸、及びアミノポリカルボン酸、グルコン酸、
グルコヘプトン酸、オルガノホスホナート、ビスホスホナート、無機ポリホスファート、
上記のいずれかの塩、又は上記の２種類以上の混合物を含む、請求項１から１４のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記界面活性剤が、１種類以上のポリシロキサン、アルカノールアミン、アルキルアリ
ールスルホナート、アミンオキシド、ポリ（オキシアルキレン）化合物、アルキレンオキ
シド繰り返し単位を含むブロック共重合体、カルボキシル化アルコールエトキシラート、
エトキシル化アルコール、エトキシル化アルキルフェノール、エトキシル化されたアミン
及びアミド、エトキシル化脂肪酸、エトキシル化された脂肪酸エステル及び脂肪油、脂肪
酸エステル、脂肪酸アミド、グリセロールエステル、グリコールエステル、ソルビタンエ
ステル、イミダゾリン誘導体、レシチン及び誘導体、リグニン及び誘導体、モノグリセリ
ド及び誘導体、オレフィンスルホナート、リン酸エステル及び誘導体、プロポキシル化及
びエトキシル化された脂肪酸若しくはアルコール若しくはアルキルフェノール、ソルビタ
ン誘導体、スクロースエステル及び誘導体、スルファート若しくはアルコール若しくはエ
トキシル化アルコール若しくは脂肪酸エステル、ドデシル及び／又はトリデシルベンゼン
若しくは縮合ナフタレン若しくは石油のスルファート若しくはスルホナート、スルホサク
シナート及び誘導体、トリデシル若しくはドデシルベンゼンスルホン酸、又はその２種類
以上の混合物を含む、請求項１から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記界面活性剤が、セントリモニウム陽イオン、ヘキサデシルトリメチルアンモニウム
陽イオン又はその混合物を含む、請求項１から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記界面活性剤が、ドデシル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、臭化セチルト
リメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化ヘキサデシルトリメチ
ルアンモニウム、塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム又はその２種類以上の混合物
を含む、請求項１から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ポリマー組成物が、１種類以上の架橋剤、せっけん、洗浄剤、チキソトロピー添加
剤、擬塑性添加剤、レオロジー調節剤、流れ止め剤、沈降防止剤、レベリング剤、消泡剤
、着色剤、有機溶媒、可塑剤、粘度安定剤、殺生物剤、殺ウイルス剤、殺真菌剤、化学兵
器剤中和剤、湿潤剤、又はその２種類以上の混合物を更に含む、請求項１から１８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ポリマー組成物が、水と、ポリビニルアルコールと、ジエチレントリアミン五酢酸
及び／又はそのナトリウム塩と、ドデシル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、臭
化セチルトリメトリルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化ヘキサデ
シルトリメチルアンモニウム又は塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウムの１種類以上
とを含む、請求項１から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ポリマー組成物が、前記微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝及び／又は増殖を
低減又は排除するための有効量の添加殺生物剤、殺ウイルス剤及び／又は殺真菌剤を含ま
ないことを特徴とする、請求項１から２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ポリマー組成物が前記微生物及び／又は感染体に塗布され、乾燥される、請求項１
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から２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記微生物及び／又は感染体が基体上に存在し、前記プロセスが、前記ポリマー組成物
を前記微生物及び／又は感染体と接触した前記基体に塗布すること、及び前記ポリマー組
成物を乾燥させて膜を形成することを含む、請求項１から２２のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項２４】
　前記膜が前記基体から除去される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記膜が前記基体から剥離される、請求項２３または請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　水を含む組成物が前記膜に塗布され、前記膜が前記基体から除去される、請求項２３か
ら２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記膜が、水を含む清浄化組成物を使用して前記基体から除去される、請求項２３から
２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記膜が液体中に分散され、分析される、請求項２３から２７のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項２９】
　前記膜が、ポリメラーゼ連鎖反応分析、制限酵素分析、クローニング及び／又はヌクレ
オチド配列分析、及び／又はアミノ酸配列分析を使用して分析される、請求項２８に記載
の方法。
【請求項３０】
　前記微生物及び／又は感染体が液状媒体中にあり、前記プロセスが、前記ポリマー組成
物を前記液状媒体に添加することを含む、請求項１から２９のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項３１】
　前記ポリマー組成物が基体に塗布され、続いて前記微生物及び／又は感染体が前記ポリ
マー組成物に接触する、請求項１から３０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ポリマー組成物が、前記微生物及び／又は感染体によって接触される前に、前記基
体上で乾燥し、膜を形成する、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ポリマー組成物が乾燥して膜を形成し、前記微生物及び／又は感染体が、前記微生
物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除するのに有効
な時間、前記膜と接触する、請求項３１または請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記膜が前記基体から剥離される、請求項３１から３３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３５】
　前記膜が、水を含む組成物を使用して前記基体から除去される、請求項３１から３４の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項３６】
　前記微生物が、エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、エシェリ
キア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｏ１５７：Ｈ７、スタフィロコッカス
　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）、スタ
フィロコッカス　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉ
ｄｉｓ）バイオフィルム、スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ａｕｒｅｕｓ）ＭＲＳＡ、ブルクホルデリア　セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ
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　ｃｅｐａｃｉａ）、バチルス　サブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、
エンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、エ
ンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）－ＶＲ
Ｅ、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）
、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）バ
イオフィルム、ストレプトコッカス　ピオゲネス（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏ
ｇｅｎｅｓ）、アシネトバクター　バウマニ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａ
ｎｎｉｉ）、カンジダ　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）又はカンジ
ダ　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）バイオフィルムの１種類以上を
含む、請求項１から３５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ポリマー組成物によって接触された前記微生物及び／又は感染体の近くの微生物及
び／又は感染体が、その生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除される、請
求項１から３６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３８】
　微生物及び／又は感染体を有効量のポリマー組成物と接触させて、前記微生物及び／又
は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除することを含む方法であ
って、前記ポリマー組成物が水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤
を含み、前記ポリマー組成物が、前記微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び
／又は病原性を低減又は排除するための有効量の添加殺生物剤、殺ウイルス剤及び／又は
殺真菌剤を含まないことを特徴とする、方法。
【請求項３９】
　水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤を含むポリマー組成物と基
体を接触させること、前記ポリマー組成物を乾燥させて、前記基体に付着した高分子膜を
形成すること、前記高分子膜を前記基体から分離させること、バイオフィルムを前記基体
上に形成すること、及び前記バイオフィルムを前記基体から分離させることを含む、方法
。
【請求項４０】
　水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤を含むポリマー組成物と基
体を接触させること、前記ポリマー組成物を乾燥させて、前記基体に付着した高分子膜を
形成すること、バイオフィルムを前記高分子膜上に形成すること、及び前記バイオフィル
ムを前記高分子膜から分離させること、又は前記バイオフィルムと前記高分子膜を前記基
体から分離させることを含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）に従って、２００７年６月１９日に出願され
た米国仮特許出願第６０／９４４，８３８号の優先権を主張するものである。この先行出
願を参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本発明は、微生物及び／又は感染体を処理する方法に関する。より詳細には、本発明は
、微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除する方
法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　汚染物質を表面から除去する排除方法は、典型的には、汚染物質と接触した表面に液状
組成物を塗布すること、液状組成物を固体状マトリックスに固化させ、汚染物質がマトリ
ックスによって隔離されること、次いで固体状マトリックスを表面から除去することを含
む。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　多数の排除方法に伴う問題は、微生物及び／又は感染体などの生体材料を除去するとき
に、生体材料が、隔離されていても、依然として生きており、又は活性であり、そのため
に問題を含んだままであり得ることである。本発明は、この問題に対する解決策を提供す
る。本発明は、微生物及び／又は感染体が、微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増
殖及び／又は病原性を低減又は排除するのに有効な時間、ポリマー組成物に接触する、方
法に関する。すなわち、本発明の方法による処理の結果として、微生物及び／又は感染体
を死滅又は不活性化させることができる。本発明の方法は、微生物及び／又は感染体を隔
離することを含み得る。しかし、微生物及び／又は感染体は本発明の方法によって死滅又
は不活性化させることができるので、隔離が不要な場合もある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の方法は、微生物及び／又は感染体を有効量のポリマー組成物と接触させて、微
生物及び／又は感染体の生殖能、増殖及び／又は病原性を低減又は排除することを含み、
ポリマー組成物は、水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界面活性剤を含む。
ポリマーは、ビニルアルコール及び／又は（メタ）アクリル酸から誘導される繰り返し単
位（すなわち、アクリル酸、メタクリル酸又はその混合物から誘導される繰り返し単位）
を含み得る。
【０００６】
　本発明は、一実施形態においては、微生物及び／又は感染体を有効量のポリマー組成物
と接触させて、微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又
は排除することを含む方法であって、ポリマー組成物が水、水溶性膜形成性ポリマー、キ
レート化剤及び界面活性剤を含み、ポリマー組成物が、微生物及び／又は感染体の生殖能
、代謝及び／又は増殖を低減又は排除するための有効量の添加殺生物剤、殺ウイルス剤及
び／又は殺真菌剤を含まないことを特徴とする、方法に関する。
【０００７】
　本発明は、一実施形態においては、水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界
面活性剤を含むポリマー組成物と基体を接触させること、ポリマー組成物を乾燥させて、
基体に付着した高分子膜を形成すること、高分子膜を基体から分離させること、バイオフ
ィルムを基体上に形成すること、及びバイオフィルムを基体から分離させることを含む、
方法にも関する。バイオフィルムは、高分子膜によって基体に与えられる残留抗菌及び／
又は殺菌活性の結果として、その生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性の低減又は排除を
示し得る。
【０００８】
　本発明は、一実施形態においては、水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤及び界
面活性剤を含むポリマー組成物と基体を接触させること、ポリマー組成物を乾燥させて、
基体に付着した高分子膜を形成すること、バイオフィルムを高分子膜上に形成すること、
及びバイオフィルムを高分子膜から分離させること、又はバイオフィルムと高分子膜を基
体から分離させることを含む、方法に関する。
【０００９】
　本発明の方法は、殺胞子活性を含めた抗菌機能を提供するポリマー組成物を使用するも
のである。ポリマー組成物は、安全で使いやすいものとすることができる。ポリマー組成
物は、ヒドロゲルの形態とすることができる。ポリマー組成物は、乾燥又は脱水して薄層
の膜にすることができ、膜は、続いて剥離又は洗浄によって除去することができる。本発
明の方法を使用して、汚染された表面に抗菌処理を施すことができる。乾燥又は脱水され
た膜は、ＤＮＡ法医学分析及び生物剤（ｂｉｏ－ａｇｅｎｔ）の同定のために再水和する
ことができる。本発明の方法は、生物学的除染用途に使用することができる。本発明の方
法は、炭そ菌Ｂ．アンスラシス（Ａｎｔｈｒａｃｉｓ）の代替であるバチルス　サブチリ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）を含めた胞子、並びにＥ．コリ（ｃｏｌｉ）
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Ｏ１５７：Ｈ７、処理の困難な院内感染源であるＳ．アウレウス（ａｕｒｅｕｓ）（ＭＲ
ＳＡ）、及びイラク戦争の退役軍人に見られ、次第に増加している感染症の細菌病原体で
あるＥ．フェカーリス（ｆａｅｃａｌｉｓ）（ＶＲＥ）及びＡ．バウマニ（Ｂａｕｍａｎ
ｉｉ）を含めた多数の病原菌の死滅又は不活性化に使用することができる。本発明の方法
は、バイオフィルム、ウイルス、真菌などの死滅又は不活性化に使用することができる。
乾燥又は脱水された膜の剥離又は洗浄後に残る表面は、無菌であり得るものであり、残留
抗菌及び／又は殺菌活性を特徴とし得る。本発明の方法に使用されるポリマー組成物は、
ヒト細胞に対して、静菌洗口剤の約１００分の１の毒性であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例２０において試験された細菌の制限酵素断片パターンを示す図である。
【図２】図２と図３のグラフは、実施例２３に記載のＨｅＬａ細胞に対する実施例１のポ
リマー組成物（図２）とグルコン酸クロルヘキシジン（図３）の比較を示す。
【図３】図２と図３のグラフは、実施例２３に記載のＨｅＬａ細胞に対する実施例１のポ
リマー組成物（図２）とグルコン酸クロルヘキシジン（図３）の比較を示す。
【図４】実施例１のポリマー組成物の阻止効果を示す図であり、ポリマー組成物は実施例
２６に記載のように固体材料から浸出する。
【図５】実施例２７に記載のように、固体支持体から浸出して未知の汚水細菌の増殖から
周囲の領域を防御する実施例１のポリマーの結果を示す図である。
【図６】実施例２８に記載のように、細菌胞子の死滅、及び発芽したＢ．サブチリス（ｓ
ｕｂｔｉｌｉｓ）細菌の防止を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書及び特許請求の範囲に開示するすべての範囲及び比限界（ｒａｔｉｏ　ｌｉｍ
ｉｔｓ）は、任意の様式で組み合わせることができる。別段の記載がない限り、「ａ」、
「ａｎ」及び／又は「ｔｈｅ」という表記は、１又は１を超えるを含み得るものであり、
単数の項目の表記は、複数の項目も含み得ることを理解されたい。特許請求の範囲に記載
のすべての組合せは、任意の様式で組み合わせることができる。
【００１２】
　「微生物」という用語は、一般に、微視的な（小さすぎて裸眼では見えない）任意の生
きている生物体を指す。微生物という用語は、裸眼で見ることができることから技術的に
微視的ではないが、最高約１ミリメートル、一実施形態においては約０．１ミクロンから
約１ミリメートルの範囲、一実施形態においては約０．１から約７５０ミクロンの範囲の
寸法を有し得る、真菌などの生きている生物体なども含み得る。微生物は、単細胞でも多
細胞でもよい。微生物としては、細菌、リケッチア、原生動物、真菌又はその２種類以上
の混合物を挙げることができる。微生物は、溶解したときに潜在的に致死的な内毒素を分
泌することがあり、又は可溶性外毒素を分泌することがある。微生物としては、プランク
トン、プラナリア、アメーバ、その２種類以上の混合物などの微視的な植物及び動物を挙
げることができる。微生物としては、チリダニ、ハダニなどの節足動物を挙げることがで
きる。微生物は、感染体であり得る。
【００１３】
　「感染体」という用語は、その宿主に疾患又は疾病を引き起こす生体材料を指す。感染
体は、病原体であり得る。感染体は、多剤耐性スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａ
ｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）（ＭＲＳＡ）などの薬剤耐性病原体を含み得る
。感染体は、生活環の栄養型又は胞子型の病原体を含み得る。感染体は、微生物、ウイル
ス、プリオン又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００１４】
　「汚染物質」又は「汚染材料」という用語は、本発明の方法によって処理することがで
きる微生物及び／又は感染体を指すのに本明細書では使用される。
【００１５】
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　「胞子」という用語は、分散、及び好ましくない条件における長時間生存に適合した、
分化型の発生上の構造を指す。胞子は、多数の植物、藻類、真菌及び原生動物の生活環の
一部を形成する。胞子としては細菌胞子を挙げることができる。
【００１６】
　「細菌」という用語は、単細胞微生物を指す。細菌種は、真正細菌、ラン藻類又は古細
菌であり得る。細菌は、典型的には最高約１ミクロンの長さの原核生物であり得る。個々
の細菌は、球体、桿体かららせんまでを含めて広範な形状を有し得る。細菌は、グラム陽
性でもグラム陰性でもよい。グラム陽性菌は、ペプチドグリカン及びタイコ酸の各層を含
む厚い壁を有する。グラム陰性菌は、リポ多糖とリポタンパク質を含む第２の脂質膜によ
って囲まれたペプチドグリカンの少数の層からなる薄い細胞壁を有する。一部の細菌は複
製のために真核生物宿主を必要とし、一部は胞子を形成し、一部は、バイオフィルムを形
成することがあり、又はバイオフィルム形成に関与し得る。
【００１７】
　「バイオフィルム」という用語は、液体上に浮いた、又は表面に付着した、微生物の集
合体を指す。これらの膜は、厚さ及び幅が数マイクロメートルから数メートルの範囲であ
り得、細菌、原生生物、古細菌などの複数の種を含み得る。バイオフィルム中で生きてい
る細菌は、細胞及び防御性細胞外成分の複雑な配置を示すことがあり、（微小）コロニー
などの二次構造を形成し得る。この二次構造を通して、栄養素の拡散を改善することがで
きるチャネルのネットワークが存在し得る。（主に炭水化物、タンパク質、デオキシリボ
核酸（ＤＮＡ）で構成されるが、組成がバイオフィルムごとに異なる）複雑な細胞外基質
は、ｐＨ及び酸素レベルの劇的変化、脱水、せん断応力、酸化剤（例えば、Ｃｌｏｒｏｘ
）、抗生物質などの有毒化学物質などの環境変化及び攻撃から常在細菌を防御する。バイ
オフィルム細菌は、殺生物剤及び抗生物質に対する感受性が低いことがあり、場合によっ
ては抗生物質又は殺生物剤に対して、プランクトン培養で増殖された同タイプの細菌の１
０００倍の耐性になり得る。バイオフィルムは、環境（例えば、温泉）中、家庭用備品（
例えば、シャワーカーテン、台所の流し、熱交換器）、装置（例えば、ろ過膜）、医用計
測手段（例えば、尿カテーテル）、コンタクトレンズ及び人工移植片（例えば、ペースメ
ーカー、ステント、歯科及び乳房インプラント、心臓弁など）上、並びに人体上及び人体
内に、広範に存在し得る。バイオフィルムは、ぼうこう感染症、結腸炎及び結膜炎を含め
て、ヒト疾患の主原因であり得る。これらのバイオフィルムは、免疫系によるクリアラン
スと抗生物質治療の両方に高度な耐性がある。バイオフィルムは、連続したプランクトン
細菌源として働き得る。プランクトン細菌は、バイオフィルムから遊離すると、新しいバ
イオフィルム形成の種を蒔く。常在細菌が病原体又は感染体である場合、バイオフィルム
を抜け出した材料は、循環系及び周囲組織にプランクトン細菌又はバイオフィルム微小コ
ロニーの種を蒔いて急性感染症を引き起こし得る。
【００１８】
　「真菌」という用語は、キチン性細胞壁を有することが多い従属栄養生物体を指す。種
の大多数は、菌糸体を形成する菌糸と呼ばれる多細胞性糸状体として増殖する。一部の真
菌種は、単細胞としても増殖する。真菌の有性及び無性生殖は、一般に、特殊構造上又は
子実体中で生成されることが多い胞子を介する。一部の種は、特殊生殖構造を形成する能
力を失い、栄養生長によって単独で増殖する。酵母及び糸状菌は、真菌の例である。真菌
は、菌界の一メンバーである一真核生物である。
【００１９】
　「酵母」という用語は、菌界に分類される真核微生物の成長型を指し、約１５００種が
文献に記載されている。大部分は出芽によって無性生殖的に再生するが、少数は二分裂に
よって再生する。酵母は単細胞であるが、酵母形の一部の種は、細胞凝集によって多細胞
性になり、糸状菌として知られる場合がある。酵母サイズは、種に応じて大きく変動し、
典型的には直径３～４μｍであるが、一部の酵母は４０μｍ以上に達することがある。酵
母は、他の微生物を含み得るバイオフィルムを形成することもある。酵母バイオフィルム
は、医学的移植片を含めて、多種多様な環境で形成され得る。酵母バイオフィルムは、病
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原性であり得る。
【００２０】
　「糸状菌」という用語は、菌糸と呼ばれる多細胞性糸状体の形で増殖する微視的な真菌
の種を指す。それに対して、単細胞として増殖する微視的な真菌は酵母と呼ばれる。これ
らの管状枝分かれ菌糸の連結ネットワークは、複数の遺伝的に同一の核を有することがあ
り、単一の生物体とみなすことができる。
【００２１】
　「ウイルス」という用語は、宿主細胞外では増殖も再生もできない極微小の感染体を指
す。各ウイルス粒子、すなわちビリオンは、キャプシドと呼ばれる防御タンパク質外被内
の遺伝物質ＤＮＡ又はリボ核酸（ＲＮＡ）からなる。キャプシド形状は、簡単な幾何構造
から尾部又はエンベロープを有するより複雑な構造まで変動し得る。ウイルスは、特定の
細胞生物に感染することができ、感染する宿主細胞のタイプに応じて、動物、植物及び細
菌タイプに分類される。
【００２２】
　「プリオン」という用語は、ある種のタンパク質で完全に構成される感染体を指す。こ
のプリオンタンパク質は、正常な配座（形状）でも変化した異常な配座でも存在し得る。
感染性であるのは、誤って折りたたまれた異常なプリオンタンパク質の形状である。この
誤って折りたたまれた形状によって、プリオンタンパク質は、熱、ｐＨ、化学物質及び酵
素による不活性化に対して高度に耐性化する。誤って折りたたまれたプリオンは、ウシに
おける（「狂牛病」としても知られる）ウシ海綿状脳症（ＢＳＥ）、及びヒトにおける後
天性クロイツフェルト　ヤコブ病（ＣＪＤ）を含めて、種々のほ乳動物において幾つかの
疾患を引き起こす。ほ乳動物においては、プリオン病は、脳及び／又は他の神経組織を冒
し、プリオンに起因するすべての疾患は現在治療不能であり、致命的になり得る。一般的
使用においては、プリオンという用語は、感染の理論的単位、又は感染性の配座状態にあ
るか否かにかかわらず感染体であると考えられる特定のタンパク質（例えば、ＰｒＰ）を
指すことがある。
【００２３】
　「リケッチア」という用語は、増殖及び複製を真核生物宿主細胞に依存するグラム陰性
非胞子形成性細菌を指す。この細菌は、非運動性であると言うことができる。この細菌は
、人工的な栄養環境中では生存することができない。リケッチアは、ベクター（例えば、
ノミ、マダニ）の寄生体として宿主に運ばれる。リケッチアは、植物及び動物においてロ
ッキー山紅斑熱、チフスなどの幾つかの疾患を引き起こすことが知られている。リケッチ
アは、ウイルスと細菌の間に位置する微生物であると言うことができる。
【００２４】
　「原生生物」という用語は、真菌、動物又は植物として他の真核生物界のいずれかに分
類することができない真核生物を含む生物体の多様な１グループを指す。
【００２５】
　「水溶性」という用語は、水１リットル当たり少なくとも約５グラムの材料の程度に、
温度２０℃で水に可溶である材料を指す。「水溶性」という用語は、水中乳濁液を形成す
る材料を指すこともある。
【００２６】
　「水溶性膜形成性ポリマー」という用語は、水に溶解させることができ、水が蒸発する
と膜又はコーティング層を形成するポリマーを指す。
【００２７】
　「生分解性」という用語は、分解して水とＣＯ２を形成する材料を指す。
【００２８】
　「脱水」と「乾燥」という用語は、区別なく使用することができる。
【００２９】
　本発明の方法によって処理することができる微生物及び／又は感染体は、汚染物質と称
することができる。微生物及び／又は感染体は、細菌、バイオフィルム、後生動物又はそ
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の２種類以上の混合物を含み得る。微生物及び／又は感染体は、細菌、真菌、酵母、酵母
バイオフィルム、糸状菌、原生生物又はその２種類以上の混合物を含み得る。微生物及び
／又は感染体は、１種類以上の胞子を含み得る。処理することができる微生物及び／又は
感染体は、病原体を含み得る。微生物及び／又は感染体は、ウイルス、プリオン、リケッ
チア又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００３０】
　微生物及び／又は感染体は、１種類以上の生物兵器剤を含み得る。微生物及び／又は感
染体は、他のヒトとの接触、又は病院における汚染された表面などの汚染された表面との
接触によって遭遇する任意の微生物及び／又は感染体を含み得る。微生物及び／又は感染
体は、１種類以上の細菌胞子、栄養型細菌又はバイオフィルムを含み得る。微生物及び／
又は感染体は、ほ乳動物、特にヒトに死をもたらす、又は重度の傷害を引き起こす能力を
有し得る。これらの微生物及び／又は感染体としては、ウマ脳脊髄炎、天然痘などのウイ
ルス、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の原因であるコロナウイルス、ヘルペスウイル
ス、肝炎ウイルスなどを挙げることができる。これらの微生物及び／又は感染体としては
、ペスト（エルシナ　ペスチス（Ｙｅｒｓｉｎａ　ｐｅｓｔｉｓ））、炭そ（バチルス　
アンスラシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ））、野兎病（フランシセラ　ツ
ラレンシス（Ｆｒａｎｃｉｓｅｌｌａ　ｔｕｌａｒｅｎｓｉｓ））、創傷感染症又は肺感
染症（例えば、（多剤耐性Ｓ．ａｕｒｅｕｓ（アウレウス）ＭＲＳＡ、シュードモナス　
エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）（潜在的バイオフィル
ム形成菌）を含めた）スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ
　ａｕｒｅｕｓ）、汚染食品（エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
）（Ｅ．コリ（ｃｏｌｉ）Ｏ１５７－Ｈ７））をもたらす細菌、バンコマイシン耐性エン
テロコッカス（ＶＲＥ）を含めたエンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）などの細菌を挙げることができる。微生物及び／又は感染体
としては、真菌を挙げることができ、とりわけコクシジウム症を引き起こし得る二形性真
菌コクシジオイデス（Ｃｏｃｃｉｄｉｏｉｄｅｓ）、（特に免疫無防備状態の患者におい
て、生命にかかわるおそれがある）広範なカンジダ症を引き起こし得るカンジダ　アルビ
カンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）、又は広範なヒト疾患を引き起こし得るア
スペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）が挙げられる。微生物及び／又は感染体として
は、かかる微生物によって生成される有毒生成物、例えば、クロストリジウム　ボツリニ
ウム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｉｕｍ）菌によって発現されるボツリヌ
ス毒素（ＢＴ）を挙げることができる。微生物及び／又は感染体としては、感冒（ライノ
ウイルス）、癌の素因及びいぼ（パピローマウイルス）、インフルエンザ（オルソミクソ
ウイルス）、皮膚膿よう、毒素性ショック症候群（スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓ
ｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ））、細菌性肺炎（ストレプトコッカス　ニ
ューモニエ（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）、腹痛（エシェリキ
ア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、サルモネラ（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ）
）などの原因である微生物及び／又は感染体を挙げることができる。処理することができ
る微生物及び／又は感染体は、エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
）、スタフィロコッカス　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄ
ｅｒｍｉｄｉｓ）、スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　
ａｕｒｅｕｓ）、ブルクホルデリア　セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃ
ｉａ）、バチルス　サブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、エンテロコッ
カス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、シュードモナス
　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）、ストレプトコッカ
ス　ピオゲネス（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ）、アシネトバクター
　バウマニ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａｎｎｉｉ）又はカンジダ　アルビ
カンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）の１種類以上を含み得る。これらの微生物
は、Ｓ．アウレウス（ａｕｒｅｕｓ）ＭＲＳＡ、ＭＤＲ　Ａ．バウマニ（ｂａｕｍａｎｎ
ｉｉ）、ＶＲＥ　Ｅ．フェカーリス（ｆａｅｃａｌｉｓ））などの抗生物質／薬剤耐性で
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あり得、及び／又はバイオフィルム形成性生物体（例えば、シュードモナス　エルジノー
サ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ））であり得、及び／又は胞子形成
性生物体（例えば、Ｂ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、Ｂ．アンスラシス（Ａｎｔｈ
ｒａｃｉｓ）及びクロストリジウム（Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ）種）であり得る。
【００３１】
　処理することができる微生物及び／又は感染体は、エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒ
ｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｏ
１５７－Ｈ７、スタフィロコッカス　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ
　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）、スタフィロコッカス　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）バイオフィルム、スタフィロコッカス　アウ
レウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、スタフィロコッカス　アウレ
ウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）ＭＲＳＡ、ブルクホルデリア　セ
パシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）、バチルス　サブチリス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、エンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、エンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）－ＶＲＥ、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）バイオフィルム、ストレプトコッカス　ピオゲネス（Ｓ
ｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏｇｅｎｅｓ）、アシネトバクター　バウマニ（Ａｃｉ
ｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａｎｎｉｉ）、カンジダ　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄ
ａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）又はカンジダ　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎ
ｓ）バイオフィルムの１種類以上を含み得る。
【００３２】
　ポリマー組成物は、水、少なくとも１種類の水溶性膜形成性ポリマー、少なくとも１種
類のキレート化剤、及び少なくとも１種類の界面活性剤を含み得る。ポリマーは、ビニル
アルコール及び／又は（メタ）アクリル酸から誘導される繰り返し単位を含み得る。ポリ
マーは、ポリビニルアルコール、ビニルアルコール共重合体又はその混合物を含み得る。
「共重合体」という用語は、共重合体、三元共重合体などを含めて、２種類以上の異なる
繰り返し単位を有するポリマーを指すのに本明細書では使用することができる。
【００３３】
　ポリマーは、アタクチックポリビニルアルコールを含み得る。これらのポリマーは、半
結晶性と、分子間と分子内の両方の水素結合を示す強い傾向とを有し得る。
【００３４】
　ポリマーは、式－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－で表される繰り返し単位、及び式－ＣＨ２－
ＣＨ（ＯＣＯＲ）－で表される繰り返し単位を含み得る。式中、Ｒはアルキル基である。
アルキル基は、１から約６個の炭素原子、一実施形態においては１から約２個の炭素原子
を含み得る。式－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＣＯＲ）－で表される繰り返し単位の数は、ポリマー
中の繰り返し単位の約０．５％から約２５％、一実施形態においては繰り返し単位の約２
から約１５％の範囲であり得る。エステル基は、アセトアルデヒド又はブチルアルデヒド
アセタールで置換し得る。
【００３５】
　ポリマーは、ポリ（ビニルアルコール／酢酸ビニル）構造を含み得る。ポリマーは、１
，２－ジヒドロキシエチレンに由来する共重合体単位などの１，２－グリコールの形のヒ
ドロキシル基も含むビニルアルコール共重合体の形であり得る。共重合体は、かかる単位
最高約２０モル％、一実施形態においてはかかる単位最高約１０モル％を含み得る。
【００３６】
　ポリマーは、ビニルアルコール及び／又は（メタ）アクリル酸から誘導される繰り返し
単位と、酢酸ビニル、エチレン、プロピレン、アクリル酸、メタクリル酸、アクリルアミ
ド、メタクリルアミド、ジメタクリルアミド、メタクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリ
ル酸メチル、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、ビニルピロリドン、アクリル酸ヒド
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ロキシエチル、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキセチルセルロース（ｈｙｄｒｏｘ
ｅｔｈｙｌｃｅｌｌｕｌｏｓｅ）、アリルアルコールなどの１種類以上から誘導される繰
り返し単位とを含む共重合体を含み得る。共重合体は、ビニルアルコールの繰り返し単位
以外の繰り返し単位最高約５０モル％、一実施形態においてはビニルアルコール以外のか
かる繰り返し単位約１から約２０モル％を含み得る。
【００３７】
　使用することができるポリビニルアルコールとしては、ＣｅｌａｎｅｓｅからＣｅｌｖ
ｏｌ　５２３（ＭＷ＝８５，０００から１２４，０００、８７～８９％加水分解）、Ｃｅ
ｌａｎｅｓｅからＣｅｌｖｏｌ　５０８（ＭＷ＝５０，０００から８５，０００、８７～
８９％加水分解）、ＣｅｌａｎｅｓｅからＣｅｌｖｏｌ　３２５（ＭＷ＝８５，０００か
ら１３０，０００、９８～９８．８％加水分解）、Ａｉｒ　ＰｒｏｄｕｃｔｓからＶｉｎ
ｏｌ（登録商標）１０７（ＭＷ＝２２，０００から３１，０００、９８～９８．８％加水
分解）、Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ　４３９７（ＭＷ＝２５，０００、９８．５％加水分
解）、Ｃｈａｎ　ＣｈｕｎからＢＦ　１４、ＤｕＰｏｎｔからＥｌｖａｎｏｌ（登録商標
）９０－５０、及びユニチカからＵＦ－１２０の各商品名で入手可能であるポリビニルア
ルコールが挙げられる。使用することができるポリマーの他の製造者としては、日本合成
化学工業（Ｇｏｈｓｅｎｏｌ（登録商標））、Ｍｏｎｓａｎｔｏ（Ｇｅｌｖａｔｏｌ（登
録商標））、Ｗａｃｋｅｒ（Ｐｏｌｙｖｉｏｌ（登録商標））、又は日本国製造者クラレ
、Ｄｅｒｉｋｉ及び信越化学工業を挙げることができる。
【００３８】
　ポリマーは、約７０％から約１００％の範囲、一実施形態においては約７０％から約９
９．３％、一実施形態においては７０％から約９５％の範囲、一実施形態においては約７
０％から約９０％、一実施形態においては約８７％から約８９％の加水分解レベルを有し
得る。
【００３９】
　ポリマーは、１種類以上の（メタ）アクリル酸（すなわち、アクリル酸及び／又はメタ
クリル酸）から誘導される繰り返し単位を含み得る。これらのポリマーとしては、直鎖ポ
リマー、架橋ポリマー、軽く架橋されたポリマー、中和ポリマー、及び／又は部分的に中
和されたポリマーを挙げることができる。これらのポリマーは、Ｈａｍｐｔｏｎ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈからＰｏｌｙａｃｒｙｌｉｃ　Ａｃｉｄ　５１００、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉ
ｃｈから入手可能な部分ナトリウム塩の軽く架橋されたポリマーであるポリ（アクリル酸
）、Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ，Ｉｎｃからポリ（アクリル酸）（ＭＷ約９００００ｇ／
ｍｏｌ）、及びＰｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ　Ｉｎｃからポリ（アクリル酸）（ＭＷ約１０
００００ｇ／ｍｏｌ）の名称で入手可能であり得る。使用することができるポリメタクリ
ル酸としては、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈからポリ（メタクリル酸溶液塩）（ＭＷ約４
２９，０００から５４９，０００ｇ／ｍｏｌ）、及びＰｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ　Ｉｎｃ
からポリメタクリル酸（２５０８７－２６－７）（ＭＷ約１００，０００ｇ／ｍｏｌ）の
各商品名で入手可能であるポリメタクリル酸を挙げることができる。
【００４０】
　ポリマーは、少なくとも約５，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量を有し得る。ポリマ
ーは、最高約２，０００，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量を有し得る。ポリマーは、
約５０００から約２，０００，０００の範囲、一実施形態においては約１０，０００から
約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲、一実施形態においては約１０，０００から約６
００，０００、一実施形態においては約１０，０００ｇ／ｍｏｌから約２５０，０００ｇ
／ｍｏｌ、一実施形態においては約１０，０００ｇ／ｍｏｌから約１９０，０００ｇ／ｍ
ｏｌ、一実施形態においては約１０，０００から約１５０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲、一
実施形態においては約５０，０００から約１５０，０００ｇｌ／ｍｏｌの範囲、一実施形
態においては約８５，０００から約１２５，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の重量平均分子量を
有し得る。
【００４１】
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　（乾燥又は脱水前の）ポリマー組成物のポリマー濃度は、約０．５から約５０重量％の
範囲、一実施形態においては約１から約２５重量％、一実施形態においては約１から約２
０重量％の範囲、一実施形態においては約２から約１０重量％の範囲であり得る。
【００４２】
　ポリマー組成物は、約４０から約９９重量％、一実施形態においては約６０から約９５
重量％の範囲の（乾燥又は脱水前の）水濃度を有し得る。水は、任意の出所に由来し得る
。水は、脱イオン又は蒸留水を含み得る。水は、水道水を含み得る。水は、無菌ナノ純水
（ｎａｎｏｐｕｒｅ　ｗａｔｅｒ）を含み得る。
【００４３】
　キレート化剤又はキレート剤は、金属イオン又は他の荷電粒子と配位結合を形成する２
個以上の電子供与体原子を含む１種類以上の有機又は無機化合物を含み得る。第１のかか
る配位結合後、結合する次の各供与体原子は、金属又は荷電粒子を含む環を形成し得る。
キレートの構造上の態様は、電子受容体として働き得る金属又は荷電粒子と、電子供与体
として働き得る、キレート化剤の分子中の２個以上の原子、又は配位子との配位結合を含
み得る。キレート化剤は、金属イオン又は荷電粒子と同時に複合体を形成する能力のある
２、３、４、５個以上の供与体原子を含むかどうかによって、二座配位、三座配位、四座
配位、五座配位などであり得る。
【００４４】
　キレート化剤は、炭化水素結合と２個以上の官能基とを含む有機化合物を含み得る。同
じ又は異なる官能基を単一のキレート化剤中に使用することができる。官能基は、＝Ｏ、
－ＯＲ、－ＮＲ２、－ＮＯ２、＝ＮＲ、＝ＮＯＲ及び／又は＝Ｎ－Ｒ＊－ＯＲを含み得る
。式中、ＲはＨ又はアルキルであり、Ｒ＊はアルキレンである。官能基は、リン酸基及び
／又はホスホン酸基を含み得る。アルキル基は、１から約１０個の炭素原子、一実施形態
においては１から約４個の炭素原子を含み得る。アルキレン基は、２から約１０個の炭素
原子、一実施形態においては２から約４個の炭素原子を含み得る。キレート化剤は、エチ
レンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、プルシア
ンブルー、クエン酸、ペプチド、短鎖アミノ酸を含めたアミノ酸、アミノポリカルボン酸
、グルコン酸、グルコヘプトン酸、オルガノホスホナート、パミドロナートなどのビスホ
スホナート、無機ポリホスファートなどの１種類以上を含み得る。上記キレート化剤の１
種類以上の塩を使用することができる。これらの塩としては、上記のナトリウム、カルシ
ウム及び／又は亜鉛塩を挙げることができる。ＤＴＰＡのナトリウム、カルシウム及び／
又は亜鉛塩を使用することができる。上記キレート化剤の塩は、薬剤を例えば水酸化ナト
リウムで中和したときに形成され得る。上記のいずれかの２種類以上の混合物を使用する
ことができる。
【００４５】
　（乾燥又は脱水前の）ポリマー組成物のキレート化剤濃度は、約０．１から約５重量％
、一実施形態においては約０．５から約２重量％の範囲であり得る。
【００４６】
　界面活性剤は、Ｇｒｉｆｆｉｎのシステムで０から約１８、一実施形態においては約０
．０１から約１８の範囲の親水性親油性バランス（ＨＬＢ）を有する１種類以上のイオン
及び／又は非イオン化合物を含み得る。イオン化合物は、陽イオン性又は両性化合物であ
り得る。例としては、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎｓ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ　ａｎｄ　Ｄｅ
ｔｅｒｇｅｎｔｓ，１９９８，Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ＆Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ　Ｅｄｉｔｉｏｎに記載のものを挙げることができる。Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａ
ｎ　Ｅｄｉｔｉｏｎの１～２３５ページ及びＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｄｉｔｉｏ
ｎの１～１９９ページを、かかる界面活性剤の開示に関して参照により本明細書に援用す
る。使用することができる界面活性剤は、１種類以上のポリシロキサン、アルカノールア
ミン、アルキルアリールスルホナート、アミンオキシド、アルキレンオキシド繰り返し単
位を含むブロック共重合体を含めたポリ（オキシアルキレン）化合物、カルボキシル化ア
ルコールエトキシラート、エトキシル化アルコール、エトキシル化アルキルフェノール、
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エトキシル化されたアミン及びアミド、エトキシル化脂肪酸、エトキシル化された脂肪酸
エステル及び脂肪油、脂肪酸エステル、脂肪酸アミド、グリセロールエステル、グリコー
ルエステル、ソルビタンエステル、イミダゾリン誘導体、レシチン及び誘導体、リグニン
及び誘導体、モノグリセリド及び誘導体、オレフィンスルホナート、リン酸エステル及び
誘導体、プロポキシル化及びエトキシル化された脂肪酸若しくはアルコール若しくはアル
キルフェノール、ソルビタン誘導体、スクロースエステル及び誘導体、スルファート若し
くはアルコール若しくはエトキシル化アルコール若しくは脂肪酸エステル、ドデシル及び
トリデシルベンゼン若しくは縮合ナフタレン若しくは石油のスルファート若しくはスルホ
ナート、スルホサクシナート及び誘導体、トリデシル及び／又はドデシルベンゼンスルホ
ン酸、及び／又はポリ（ジメチルシロキサン）を含み得る。上記の２種類以上の混合物を
使用することができる。界面活性剤は、セントリモニウム（ｃｅｎｔｒｉｍｏｎｉｕｍ）
陽イオン、ヘキサデシルトリメチルアンモニウム陽イオン（ＨＤＴＭＡ）又はその混合物
を含み得る。界面活性剤は、ドデシル硫酸ナトリウム（ＳＤＳ）、ラウリル硫酸ナトリウ
ム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化ヘキ
サデシルトリメチルアンモニウム、塩化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム又はその２
種類以上の混合物を含み得る。
【００４７】
　（乾燥又は脱水前の）ポリマー組成物の界面活性剤濃度は、組成物の約０．０５から約
１０重量％の範囲、一実施形態においては約０．１から約５重量％の範囲、一実施形態に
おいては約０．１から約２重量％であり得る。
【００４８】
　ポリマー組成物は、１種類以上の架橋剤、せっけん、洗浄剤、チキソトロピー添加剤、
擬塑性添加剤、レオロジー調節剤、沈降防止剤、流れ止め剤、レベリング剤、消泡剤、着
色剤、有機溶媒、可塑剤、粘度安定剤、殺生物剤、殺ウイルス剤、殺真菌剤、化学兵器剤
中和剤、湿潤剤、又はその２種類以上の混合物を更に含み得る。
【００４９】
　架橋剤は、四ホウ酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｔｅｒｔｒａｂｏｒａｔｅ）、グリオ
キサール、Ｓｕｎｒｅｚ　７００（環式尿素／グリオキサール／ポリオール縮合物である
と同定されるＳｅｑｕａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓの製品）、Ｂａｃｏｔｅ－２０（安定化ア
ンモニウムジルコニウムカルボナートであると同定されるＨｏｐｔｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｙの製品）、ｐｏｌｙｃｕｐ－１７２（ポリアミド－エピクロロヒドリン樹脂である
と同定されるＨｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．の製品）、又はその２種類以上の混合物を含み
得る。
【００５０】
　せっけんは、洗浄水又は清浄化水と一緒に使用することができる界面活性剤を含み得る
。せっけんは、脂肪酸の塩であり得る。せっけんは、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウム
、水酸化カリウムなどのアルカリと脂肪を反応させることによって製造することができる
。この反応は、アルカリと水が脂肪を加水分解して、脂肪を遊離グリセロール／グリセリ
ンと脂肪酸塩に転化する鹸化であり得る。
【００５１】
　洗浄剤は、清浄化を助けるのに使用することができる組成物を含み得る。洗浄剤は、１
種類以上のせっけん、界面活性剤、研磨材、ｐＨ調整剤、硬水軟化剤、酸化剤、汚染物質
を懸濁液中に維持する非界面活性剤材料、酵素、泡安定剤、光沢剤、織物柔軟剤、香料、
腐食防止剤、防腐剤などの組合せを含み得る。
【００５２】
　チキソトロピー添加剤は、ポリマー組成物を静置すると比較的短時間で増粘又は剛化さ
せるが、撹拌又は操作（例えば、はけ塗り、ローラー塗り、噴霧）すると自由に流動させ
ることができる１種類以上の化合物を含み得る。チキソトロピー添加剤は、ヒュームドシ
リカ、処理されたヒュームドシリカ、クレイ、ヘクトライトクレイ、有機的に改変された
ヘクトライトクレイ、チキソトロピーポリマー、擬塑性ポリマー、ポリウレタン、ポリヒ
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ドロキシカルボン酸アミド、改変尿素、尿素改変ポリウレタン、又はその２種類以上の混
合物を含み得る。使用することができるチキソトロピー添加剤は、改変尿素であると同定
されるＣｈｅｍｉｅの製品であるＢｙｋ－４２０である。
【００５３】
　レベリング剤は、ポリシロキサン、ジメチルポリシロキサン、ポリエーテル改変ジメチ
ルポリシロキサン、ポリエステル改変ジメチルポリシロキサン、ポリメチルアルキシロキ
サン（ｐｏｌｙｍｅｔｈｙｌａｌｋｙｓｉｌｏｘａｎｅ）、アラルキル改変ポリメチルア
ルキルシロキサン、アルコールアルコキシラート、ポリアクリラート、重合体のフッ素系
界面活性剤、フルオロ改変ポリアクリラート、又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００５４】
　着色剤は、１種類以上の色素、顔料などを含み得る。着色剤としては、ＭｃＣｏｒｍｉ
ｃｋ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｉｎｃ．製Ｂｌｕｅ　Ｆｏｏｄ　Ｃｏｌｏｒ　Ｆｏｒｍ
ｕｌａ＃７７３３８９、及び／又はＳｐｅｃｔｒａ　Ｃｏｌｏｒｓ　Ｃｏｒｐ．製Ｓｐｅ
ｃｔｒａｚｕｒｉｎｅ　Ｂｌｕｅ　ＦＮＤ－Ｃ　ＬＩＱを挙げることができる。着色剤は
、乾燥すると、又はｐＨ変化に応じて、蛍光性になる１種類以上の色素を含み得る。
【００５５】
　有機溶媒は、１種類以上のアルコール、例えば、メタノール、エタノール、プロパノー
ル、ブタノール、１種類以上のケトン、例えば、アセトン、１種類以上の酢酸エステル、
例えば、酢酸メチル、又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００５６】
　可塑剤は、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ポ
リプロピレングリコール、ブタンジオール、ポリブチレングリコール、グリセリン又はそ
の２種類以上の混合物を含み得る。
【００５７】
　粘度安定剤は、単官能又は多官能のヒドロキシル化合物を含み得る。粘度安定剤として
は、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、エチレングリコール、ポリエ
チレングリコール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、ブタンジオール、ポリブチレングリコール、グリセリ
ン又はその２種類以上の混合物を挙げることができる。
【００５８】
　殺生物剤、殺ウイルス剤又は殺真菌剤は、一般的な生物学的汚染物質を死滅又は不活性
化させる能力を有し得る。殺生物剤、殺ウイルス剤又は殺真菌剤は、次亜塩素酸ナトリウ
ム、次亜塩素酸カリウム、ｐＨ調整された次亜塩素酸ナトリウム、第四級塩化アンモニウ
ム、ｐＨ調整された漂白剤（Ｃｌｏｒｏｘ（登録商標））、ＣＡＳＣＡＤ（商標）表面除
染発泡剤（ＡｌｌｅｎＶａｎｇｕａｒｄ）、ＤｅｃｏｎＧｒｅｅｎ（Ｅｄｇｅｗｏｏｄ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ）、ＤｉｏｘｉＧｕａｒｄ（Ｆ
ｒｏｎｔｉｅｒ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ）、ＥａｓｙＤｅｃｏｎ　２００（Ｅｎ
ｖｉｒｏｆｏａｍ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）、Ｅｘｔｅｒｍ－６（ＣｌｏｒＤｉＳｙ
ｓ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ）、ＨＩ－Ｃｌｅａｎ　６０５（Ｈｏｗａｒｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ）、ＨＭ－４１００（Ｂｉｏｓａｆｅ）ＫｌｅａｒＷａｔｅｒ（Ｄｉｓｉｎｆｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、Ｐｅｒｉｄｏｘ（Ｃｌｅａｎ　Ｅａｒｔｈ　Ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）Ｓｅｌｅｃｔｒｏｃｉｄｅ（ＢｉｏＰｒｏｃｅｓｓ　Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｅｓ）、ＥａｓｙＤＥＣＯＮ（商標）２００除染溶液、又はその２種類以上の混合物
を含み得る。殺生物剤は、Ｋａｔｈｏｎ　ＬＸ（５－クロロ－２－メチル－４－イソチア
ゾリン－３－オン及び２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンを含むＲｏｈｍ　ａｎ
ｄ　Ｈａｓｓ　Ｃｏｍｐａｎｙの製品）又はＤｏｗａｃｉｌ　７５（抗菌防御用防腐剤と
して有用であると記載された１－（３－クロロアリル）－３，５，７－トリアザ－１－ア
ゾニアアダマンタンクロリドを含むＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌの製品）を含み得る。
【００５９】
　本発明の種々の実施形態では、１種類以上の殺生物剤、殺ウイルス剤及び／又は殺真菌
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剤をポリマー組成物中に含むことが有利であり得るが、微生物及び／又は感染体の生殖能
、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除するために、かかる殺生物剤、殺ウイルス
剤及び／又は殺真菌剤をポリマー組成物中に含むことは必ずしも必要ではない。これを下
記実施例で示す。したがって、一実施形態においては、本発明の方法に使用されるポリマ
ー組成物は、処理される微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性
を低減又は排除するための有効量の添加殺生物剤、殺ウイルス剤及び／又は殺真菌剤を含
まないことを特徴とし得る。
【００６０】
　化学兵器剤中和剤は、過マンガン酸カリウム、過硫酸カリウム、ペルオキシ一硫酸カリ
ウム（Ｖｉｒｋｏｎ　Ｓ（登録商標））、モリブデン酸カリウム、過酸化水素、クロロイ
ソシアヌル酸塩、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カリウム、ｐＨ調整された次亜塩素
酸ナトリウム、過酸化水素、酸化剤、求核剤、水酸化イオン、触媒酵素、オルガノ亜リン
酸アンヒドロラーゼ、ｏ－ヨードソベンゾアート、ヨードキシベンゾアート、過ホウ酸塩
、過酢酸、ｍ－クロロペルオキシ安息香酸、モノペルオキシフタル酸マグネシウム、過酸
化ベンゾイル、ヒドロペルオキシカルボナートイオン、ポリオキシメタラート、第四級ア
ンモニウム錯体、Ｓａｎｄｉａ　Ｆｏａｍ（Ｓａｎｄｉａ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌａｂｏ
ｒａｔｏｒｉｅｓ）、ＥａｓｙＤＥＣＯＮ（商標）２００　Ｄｅｃｏｎｔａｍｉｎａｔｉ
ｏｎ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ、Ｍｏｄｅｃ’ｓ　Ｄｅｃｏｎ　Ｆｏｒｍｕｌａ（Ｍｏｄｅｃ，
Ｉｎｃ．）、又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００６１】
　湿潤剤は、ポリアクリル酸、ポリアクリル酸塩、アクリル酸共重合体、ポリアクリル酸
塩共重合体又はその２種類以上の混合物を含み得る。
【００６２】
　（乾燥又は脱水前の）ポリマー組成物中の上記添加剤の各々の濃度は、最高約２５重量
％、一実施形態においては最高約１０重量％、一実施形態においては最高約５重量％、一
実施形態においては最高約２重量％、一実施形態においては最高約１重量％であり得る。
【００６３】
　ポリマー組成物は、比較的深部の清浄化のためにポリマー組成物を基体（すなわち、清
浄な基体、又は汚染された基体）中に拡散させることができ、はけ、ローラー又は噴霧装
置による塗布を含めた種々の適用方法を可能にし、さらに、膜を剥離する、又ははぎ取る
ことによって除去するのに十分な強度の乾燥膜をもたらす、十分な厚みの湿潤膜を非水平
表面に与えることができる、広範囲な粘度及び流体力学的性質を有し得る。界面活性剤を
使用して、これらの流体力学的性質を調節し、又は向上させることができる。（乾燥又は
脱水前の）ポリマー組成物のブルックフィールド粘度は、０．３～６０ｒｐｍ及びスピン
ドル１～４の範囲の試料に適切なｒｐｍ及びスピンドルで２５℃で測定して、約１００か
ら約５００，０００センチポアズの範囲、一実施形態においては約２００から約２００，
０００センチポアズの範囲であり得る。ポリマー組成物は、水平及び／又は非水平基体上
に湿潤膜を形成するのに十分な粘度を有し得るものであり、乾燥又は脱水後に固体マトリ
ックス又は膜を形成し、続いて基体からはぎ取る、又は基体から洗浄除去することができ
る。
【００６４】
　ポリマー組成物は、微生物及び／又は感染体に塗布し、乾燥させることができる。微生
物及び／又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除することに加
えて、乾燥後のポリマー組成物は、微生物及び／又は感染体を隔離する固体マトリックス
を形成することができる。
【００６５】
　微生物及び／又は感染体は、基体上に位置し得るものであり、本発明の方法は、ポリマ
ー組成物を微生物及び／又は感染体と接触した基体に塗布すること、ポリマー組成物を乾
燥させて膜を形成すること、及び膜を基体から除去することを含み得る。膜は、基体から
剥離することができる。膜は、水を含む組成物（例えば、せっけん又は洗浄剤と水を含む
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清浄化溶液）を膜に塗布し、次いで洗浄、こすり洗いなどの従来技術によって膜を基体か
ら除去することによって、除去することができる。
【００６６】
　ポリマー組成物は、従来のコーティング技術、例えば、はけ塗り、ローラー塗り、噴霧
、展延（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）、浸漬、塗沫（ｓｍｅａｒｉｎｇ）などによって、基体に
塗布することができる。基体は、汚染された基体を含み得るものであり、膜は、汚染され
た基体に適用され、汚染材料は膜によって吸収される。或いは、膜を清浄な基体に適用す
ることができ、基体はその後汚染され、汚染材料が膜上又は膜中に付着し、汚染材料は続
いて膜と一緒に除去される。ポリマー組成物を基体に塗布後、ポリマー組成物を脱水又は
乾燥させて、膜を形成することができる。脱水又は乾燥は、送風機、除湿器、熱源又はそ
の組合せを用いて促進することができる。汚染材料は、死滅させることができ、又は無害
にすることができる。汚染材料は、吸収させることができ、吸着させることができ、及び
／又はポリマー組成物若しくはポリマー組成物の成分によって、又はポリマー組成物若し
くはポリマー組成物の成分と、複合化させることができる。汚染材料は、膜表面に付着し
得る。汚染材料が混入した膜を基体から分離させると、非汚染表面、又は低汚染レベルの
表面を残すことができる。例えば、膜を基体からはぎ取ることができ、又は剥離させるこ
とができる。水を含む組成物、例えば、水とせっけん又は洗浄剤を含む清浄化溶液を用い
て、膜を基体から洗浄除去することができる。
【００６７】
　膜は、微生物及び／又は感染体の生殖能、代謝及び／又は増殖を低減又は排除するため
に、基体からの除去を必要としないこともある。ポリマー組成物は、基体に塗布すること
ができ、ポリマー組成物を乾燥又は脱水して、膜が形成されたときに、微生物及び／又は
感染体を封入、捕捉、可溶化又は乳化することができ、微生物及び／又は感染体の生殖、
代謝及び／又は増殖能力を低減又は排除することができる。
【００６８】
　乾燥又は脱水された膜は、最高約２５重量％の範囲、一実施形態においては約１から約
１５重量％の範囲の水濃度を有し得る。ポリマー組成物は、脱水すると、ヒドロゲルと称
することができる。膜は、はぎ取り可能又は剥離可能な膜とすることができる。膜は、基
体からはぎ取る又は剥離するのに十分な厚さと引っ張り強さを有し得る。膜厚は、最高約
５０ミル、一実施形態においては約０．０１から約５０ミル、一実施形態においては約０
．０１から約２５ミル、一実施形態においては約０．０５から約５ミルの範囲であり得る
。膜は、従来の洗浄及びこすり洗い技術によって基体から除去することができる。
【００６９】
　ポリマー組成物の利点は、基体に湿潤状態で塗布し、次いで乾燥又は脱水して、膜など
の固体マトリックスを形成できることである。一実施形態においては、固体マトリックス
の形成は、架橋反応を含まない。したがって、架橋剤の使用を含む２成分系の使用を回避
することができる。これは、高分子膜を再水和し、下記で考察する分析に供することがで
きる利点も提供する。
【００７０】
　ポリマー組成物は、商業的な再水和プロセスを必要としなくてもよい再水和可能な形で
提供することができる。例としては、単回使用の用途に対して再水和することができる粉
体を挙げることができる。水は、最低限の撹拌で、又は撹拌なしで、添加することができ
る。ナトリウム又はカリウムで中和されたポリ（メタ）アクリル酸は、使用前に乾燥粉末
から調製することができるゲル又は溶液のための直接再水和に有用であり得る。
【００７１】
　ポリマー組成物は、少なくとも１つの実施形態においては、培養ヒトＨｅＬａ細胞に対
してグルコン酸クロルヘキシジン（一般に使用される静菌洗口剤）の約１／１００の毒性
を示し得る。
【００７２】
　ポリマー組成物は、積層構造を利用して、基体に適用することができる。積層構造は、
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剥離ライナーの片側の一部又は全部の上に重なる１層の膜を含み得る。或いは、膜層は、
２個の剥離ライナーの間に位置し得る。膜層は、従来技術（例えば、はけ塗り、ローラー
コーティング、噴霧など）によって剥離ライナーの片側をポリマー組成物で被覆し、次い
でポリマー組成物を脱水又は乾燥させて膜層を形成することによって形成することができ
る。積層構造が第２の剥離ライナーを含む場合、第２の剥離ライナーを第１の剥離ライナ
ーの反対側の膜層上に配置することができる。膜層は、約１から約５００ミル、一実施形
態においては約５から約１００ミルの範囲の厚さを有し得る。剥離ライナー（単数又は複
数）は裏張りを含むことができ、裏張りには剥離コーティング層が施されている。剥離コ
ーティング層は、膜層に接触し、膜層からの剥離ライナーの除去を容易にするために設け
られる。裏張りは、紙、布、高分子膜又はその組合せで作製することができる。剥離コー
ティングは、当分野で公知の任意の剥離コーティングを含み得る。この剥離コーティング
としては、ポリジメチルシロキサンを含めたポリオルガノシロキサンなどのシリコーン剥
離コーティングを挙げることができる。積層構造が膜層の片側に剥離ライナーを含むとき
には、積層構造は、ロールの形で提供することができる。膜層は、基体を膜層と接触させ
、次いで剥離ライナーを膜層から除去することによって基体に適用することができる。膜
層は、基体に付着するのに十分な粘着性を有し得る。積層構造が膜層の両側に剥離ライナ
ーを含むときには、積層構造は、平坦なシートの形で提供することができる。膜層は、剥
離ライナーの一方を積層構造から剥離し、基体を膜層と接触させ、膜層を基体上に配置し
、次いで他方の剥離ライナーを膜層から除去することによって、基体に適用することがで
きる。
【００７３】
　本発明の方法によって処理することができる基体としては、ヒトの皮膚及び創傷、並び
に布、紙、木、金属、ガラス、コンクリート、塗装面、プラスチック表面などを挙げるこ
とができる。基体としては、表面の滅菌又は消毒を必要とする種子を挙げることができる
。基体は、多孔質、透過性又は非多孔質材料を含み得る。基体は、床、カウンター上面、
テーブル上面、運動医用設備、台車付き担架、心臓ストレス試験室表面、便座などの水平
に調整された非多孔質基体、並びに蛇口、道具、他のタイプの設備又はインフラストラク
チャーなどの複雑な３次元構造を含み得る。基体は、壁、ドア、窓などの非水平に調整さ
れた表面を含み得る。基体としては、タイル、Ｆｏｒｍｉｃａ、磁器、クロム、ステンレ
ススチール、ガラス、密封されたグラウト、密封されていないグラウト、ゴム、革、プラ
スチック、塗装面、コンクリート、木、反応器、貯蔵容器などを挙げることができる。基
体としては、金属、ガラス、プラスチックなどでできた手術設備、及び計測手段を挙げる
ことができる。本発明の方法を使用して、建造物、医療設備、製造物、解体予定の建造物
及びインフラストラクチャー、軍の資産、飛行機、並びに軍又は民間の船舶の内装及び外
装を除染することができる。
【００７４】
　本発明の方法を使用して、一般的な細菌及び真菌の混入などの通常の蔓延している微生
物及び／又は感染体から、より危険な多剤耐性病原体、並びに炭そ、ＨＩＶ、エボラウイ
ルスなどの極めて危険な材料までの範囲の汚染から生物実験室及び生物兵器研究施設を滅
菌、除染又は消毒することができる。
【００７５】
　（湿潤又は乾燥）膜は、基体から分離させる（すなわち、ふき取る、洗浄する、又は剥
離する）ことができ、水などの液体に分散又は溶解させることができ、次いで微生物及び
／又は感染体の存在について分析することができる。これは、膜を再水和させることを含
む。剥離又は分離された膜は、ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）分析、それに続くヌクレ
オチド配列分析及び／又はアミノ酸配列分析に供することができる。ＤＮＡを抽出して、
リボソームＤＮＡプライマーを用いたＰＣＲ増幅による法医学分析に供することができ、
次いで、その生成物を制限断片長多型（ＲＦＬＰ）、ＤＮＡクローニング及び／又はＤＮ
Ａ塩基配列決定法に供することができる。それを利用して、膜によって死滅又は不活性化
されて、膜に含まれる、特定の微生物及び／又は感染体を同定することができる。
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【００７６】
　微生物及び／又は感染体は、水などの液状媒体に分散させることができ、プロセスは、
ポリマー組成物を液状媒体に添加することを含み得る。ポリマー組成物は、微生物及び／
又は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除するのに十分な濃度で
有効な時間添加することができる。
【００７７】
　ポリマー組成物の死滅又は阻害効果は、微生物及び／又は感染体と接触している間にポ
リマー組成物を乾燥又は脱水することによって、向上させることができる。すなわち、一
実施形態においては、ポリマー組成物が接触した微生物及び／又は感染体は、乾燥若しく
は脱水プロセスによって、又は乾燥若しくは脱水プロセス中に、又は乾燥若しくは脱水プ
ロセス後に、その生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性が低減又は排除され得る。
【００７８】
　ポリマー組成物を基体に塗布して、膜を形成することができ、続いて微生物及び／又は
感染体をポリマー組成物に接触させることができる。ポリマー組成物は、微生物及び／又
は感染体が接触したときに、湿潤状態でも乾燥状態でもよい。次いで、膜並びに微生物及
び／又は感染体を基体から除去することができる。膜を基体から剥離することによって、
膜並びに微生物及び／又は感染体を除去することができる。膜並びに微生物及び／又は感
染体は、水を含む組成物（例えば、せっけん又は洗浄剤と水を含む清浄化溶液）を膜並び
に微生物及び／又は感染体に塗布し、次いで洗浄、こすり洗いなどの従来技術によって膜
並びに微生物及び／又は感染体を基体から除去することによって、除去することができる
。
【００７９】
　ポリマー組成物の死滅又は阻害効果は、ポリマー組成物と直接接触しないがその近くの
領域ににじみ出ることがある。すなわち、一実施形態においては、ポリマー組成物が接触
した微生物及び／又は感染体の近くの微生物及び／又は感染体は、その生殖能、代謝、増
殖及び／又は病原性が低減又は排除され得る。
【００８０】
　本発明の方法は、基体をポリマーと接触させて、又は基体をポリマーを用いてはぎ取っ
て、ポリマー組成物を乾燥させて高分子膜を形成すること、微生物及び／又は感染体を乾
燥高分子膜内に捕捉すること、及び乾燥高分子膜を基体から分離させることを含み得る。
微生物及び／又は感染体は、膜を用いて基体から分離させることができる。後に残る表面
は、微生物及び／又は感染体がなく、無菌にすることができる。分離された高分子膜をＰ
ＣＲ／ＲＦＬＰ分析に供して、微生物及び／又は感染体を同定することができる。高分子
膜を再水和し、高分子膜並びに現時点で不活性化された微生物及び／又は感染体を、伝統
的な方法、例えば、せっけんと水を用いて、除去することができる。
【００８１】
　以下の実施例１から６は、本発明の方法で使用することができるポリマー組成物の調製
例を提供するものである。これらの実施例において、さらに文章を通して、別段の記載が
ない限り、部及び百分率はすべて重量基準である。
【実施例１】
【００８２】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
６７７．２グラム、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）８．０グラム、ドデシル硫
酸ナトリウム（ＳＤＳ）８．０グラム、１０Ｎ水酸化ナトリウム７．９グラム、Ｂｙｋ－
０２８（ポリグリコール中の破泡性ポリシロキサンと疎水性固体の混合物であると同定さ
れるＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅの製品）４．０グラムを充填する。生成した組成物水溶液を塩
が溶解するまで撹拌し、続いてＣｅｌｖｏｌ　５２３　１２３．０グラムを添加する。混
合物を８５℃に加熱して３０分間保持し、次いで７０℃に冷却する。次いで、エタノール
４９．０グラムを混合物に添加しながら、混合物を４５℃に冷却する。ＢＹＫ－４２０（
チキソトロピー流動挙動及び流れ止め性を付与するのに有用であると記載されている改変
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尿素溶液であると同定されるＣｈｅｍｉｅの製品）１２．０グラムを混合物に撹拌しなが
ら１時間滴下する。ＢＹＫ－３４５（湿潤剤として有用であると記載されているポリエー
テル改変シロキサンであると同定されるＣｈｅｍｉｅの製品）４．０グラム、Ｄｏｗｉｃ
ｉｌ　７５　１．０グラム、青色食品着色料２．０グラム、及び蒸留水８３．０グラムを
添加する。生成するポリマー組成物は、７．２２のｐＨを有する。このポリマー組成物を
ポリマー組成物水溶液と称することができる。
【実施例２】
【００８３】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
６７７．２グラム、ＤＴＰＡ８．０グラム、ＳＤＳ８．０グラム、１０Ｎ水酸化ナトリウ
ム７．９グラム、Ｂｙｋ－０２８　４．０グラム、及びＢｙｋ－０８０Ａ（疎水性固体及
びポリシロキサンであると同定されるＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅの製品）４．０グラムを充填
する。生成した組成物水溶液を塩が溶解するまで撹拌し、続いてＣｅｌｖｏｌ　５２３　
１２３．０グラムを添加する。混合物を８５℃に加熱して３０分間保持し、次いで７０℃
に冷却する。次いで、エタノール４９．０グラムを混合物に添加しながら、混合物を４５
℃に冷却する。ＢＹＫ－４２０　１２．０グラムを混合物に撹拌しながら１時間滴下する
。ＢＹＫ－３４５　４．０グラム、Ｄｏｗｉｃｉｌ　７５　１．０グラム、青色食品着色
料２．０グラム、及び蒸留水８３．０グラムを添加する。生成するポリマー組成物は、６
．８１のｐＨを有する。このポリマー組成物をポリマー組成物水溶液と称することができ
る。
【実施例３】
【００８４】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
１７０８．３グラム、ＤＴＰＡ８．５グラム、ＳＤＳ８．５グラム、１０Ｎ水酸化ナトリ
ウム８．５グラム、Ｂｙｋ－０２８　４．２グラム、及びＢｙｋ－０８０Ａ　４．２グラ
ムを充填する。生成した組成物水溶液を塩が溶解するまで撹拌し、続いてＣｅｌｖｏｌ　
５２３　１２５．０グラムを添加する。混合物を８５℃に加熱して３０分間保持し、次い
で７０℃に冷却する。次いで、エタノール５０．０グラムを混合物に添加しながら、混合
物を４５℃に冷却する。ＢＹＫ－４２０　１２．５グラムを混合物に撹拌しながら１時間
滴下する。ＢＹＫ－３４５　４．２グラム、Ｄｏｗｉｃｉｌ　７５　１．３グラム、青色
食品着色料２．１グラム、及び蒸留水８３．３グラムを添加する。１０Ｎ　ＮａＯＨ　１
．３グラムを添加する。生成するポリマー組成物は、７．９６のｐＨを有する。このポリ
マー組成物をポリマー組成物水溶液と称することができる。
【実施例４】
【００８５】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
６４５．５グラム、ＤＴＰＡ８．０グラム、Ｓｔａｎｆａｘ　１０２５（ラウリル硫酸ナ
トリウムであると同定されるＰａｒａ　Ｃｈｅｍ，Ｃｈｅｍｉｄｅｘ　ＬＬＣの製品）２
８．５グラム、４６％水酸化ナトリウム４．０グラム、Ｂｙｋ－０２８　４．０グラム、
及びＢｙｋ－０８０Ａ　４．０グラムを充填する。生成した組成物水溶液を塩が溶解する
まで撹拌し、続いてＣｅｌｖｏｌ　５２３　１２３．０グラムを添加する。混合物を８５
℃に加熱して３０分間保持し、次いで７０℃に冷却する。エタノールＳＤＡ　３Ｃ　１９
０ＰＦ（変性アルコール）４６．５グラムを混合物に添加しながら、混合物を４５℃に冷
却する。ＢＹＫ－４２０　１２．５グラムを混合物に撹拌しながら１時間滴下する。ＢＹ
Ｋ－３４５　４．０グラム、（Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｒｐ．によって供給さ
れる）Ｓｐｅｃｔｒａｚｕｒｉｎｅ　Ｂｌｕｅ　ＦＧＮＤ－Ｃ　ＬＩＱ　０．０５グラム
、及び蒸留水３９．０グラムを添加する。Ｄｏｗｉｃｉｌ　７５　１．５グラムと蒸留水
６３．０グラムのプレミックスを添加する。生成するポリマー組成物２００．０グラムを
蒸留水８００．０グラムに添加して、ポリマー組成物を得る。このポリマー組成物を２０
重量％に希釈する。生成するポリマー組成物は、６．１３のｐＨを有する。希釈されたポ
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リマー組成物は、２０重量％に希釈されたと言うことができる。
【実施例５】
【００８６】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
６４５．５グラム、ＤＴＰＡ８．０グラム、（Ｓｔａｎｆａｘ　１０２５）２８．５グラ
ム、４６％水酸化ナトリウム４．０グラム、Ｂｙｋ－０２８　４．０グラム、及びＢｙｋ
－０８０Ａ　４．０グラムを充填する。生成した組成物水溶液を塩が溶解するまで撹拌し
、続いてＣｅｌｖｏｌ　５２３　１２３．０グラムを添加する。混合物を８５℃に加熱し
て３０分間保持し、次いで７０℃に冷却する。エタノールＳＤＡ　３Ｃ　１９０ＰＦ　４
６．５グラムを混合物に添加しながら、混合物を４５℃に冷却する。ＢＹＫ－４２０　１
２．５グラムを混合物に撹拌しながら１時間滴下する。ＢＹＫ－３４５　４．０グラム、
Ｓｐｅｃｔｒａｚｕｒｉｎｅ　Ｂｌｕｅ　ＦＧＮＤ－Ｃ　ＬＩＱ　０．０５グラム、及び
蒸留水３９．０グラムを添加する。Ｄｏｗｉｃｉｌ　７５　１．５グラムと蒸留水６３．
０グラムのプレミックスを添加する。生成するポリマー組成物２０．０グラムを蒸留水９
８０グラムに添加して、ポリマー組成物を得る。このポリマー組成物を２重量％に希釈す
る。生成するポリマー組成物は、５．８９のｐＨを有する。このポリマー組成物は、２重
量％に希釈されたと言うことができる。
【実施例６】
【００８７】
　熱電対、凝縮器及び撹拌モーターを備えたジャケット付き１リットル反応器に、蒸留水
６４５．５グラム、ＤＴＰＡ８．０グラム、Ｓｔａｎｆａｘ　１０２５　２８．５グラム
、４６％水酸化ナトリウム４．０グラム、Ｂｙｋ－０２８　４．０グラム、及びＢｙｋ－
０８０Ａ　４．０グラムを充填する。生成した組成物水溶液を塩が溶解するまで撹拌し、
続いてＣｅｌｖｏｌ　５２３　１２３．０グラムを添加する。混合物を８５℃に加熱して
３０分間保持し、次いで７０℃に冷却する。エタノールＳＤＡ　３Ｃ　１９０ＰＦ　４６
．５グラムを混合物に添加しながら、混合物を４５℃に冷却する。ＢＹＫ－４２０　１２
．５グラムを混合物に撹拌しながら１時間滴下する。ＢＹＫ－３４５　４．０グラム、Ｓ
ｐｅｃｔｒａｚｕｒｉｎｅ　Ｂｌｕｅ　ＦＧＮＤ－Ｃ　ＬＩＱ　０．０５グラム、及び蒸
留水３９．０グラムを添加する。Ｄｏｗｉｃｉｌ　７５　１．５グラムと蒸留水６３．０
グラムのプレミックスを添加する。生成するポリマー組成物２．０グラムを蒸留水９９８
グラムに添加して、ポリマー組成物を得る。このポリマー組成物を０．２重量％に希釈す
る。生成するポリマー組成物は、４．８７のｐＨを有する。
【実施例７】
【００８８】
　実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、以下の希釈ポリマー組成物を調
製する：５０％、２５％、１０％、０％。希釈ポリマー組成物２５０μｌは、種々の細菌
（約１０６）の溶液１０μｌと混合され、又は種々の細菌（約１０６）の溶液１０μｌ上
に覆われる。生成する混合物の試料を覆い、室温で１２又は２０時間密封する。生成する
混合物の別の試料を無菌フード中で室温で１２又は２０時間開放したままにする。Ｌｕｒ
ｉａ培地（ＬＢ）又はブイヨン（ＮＢ）１ｍｌを各試料に添加する。試料を振とうせずに
３７℃で２４又は３７時間インキュベートする。各試料の一部２００μｌ３つを９６ウェ
ルプレートに移す。吸光度を９６ウェルプレートリーダーによって５９５ｎｍで測定する
。
【００８９】
　ＬＢ又はＮＢ　１ｍｌをポリマー組成物と細菌溶液（約４００μｌ）の残りの混合物に
添加する。混合物を３７℃で２７又は２３時間インキュベートする（総インキュベーショ
ン時間５１又は６０時間）。各試料の一部２００μｌ３つを９６ウェルプレートに移す。
吸光度を９６ウェルプレートリーダーによって５９５ｎｍで測定する。
【００９０】
　Ｅ．コリ（ｃｏｌｉ）、Ｓ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）、Ｓ．アウ
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レウス（ａｕｒｅｕｓ）（ＭＲＳＡ）及びＢ．セパシア（ｃｅｐａｃｉａ）の各々の試料
を試験する。ポリマー組成物がすり込まれ、乾燥され、若しくは乾燥されなくても、又は
単に覆われ、乾燥されても、若しくは乾燥されなくても、又は密封され、乾燥されなくて
も、各試料は阻害される。≧２５％濃度の実施例３のポリマー組成物に１２時間曝露する
ことは、試験する種の各々の増殖を完全に阻止するのに十分である。
【実施例８】
【００９１】
　下表に示す細菌種の最小阻止濃度（ＭＩＣ）を実施例３のポリマー組成物を用いて測定
する。ＭＩＣは、分光光度的に測定可能な細菌増殖を阻止する抗生物質の最小濃度である
。実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、２５％ポリマー組成物を調製す
る。ブロスを希釈剤として用いた一連の２倍希釈によって、以下の希釈ポリマー組成物を
得る：１２．５％、６．２５％、３．１％、１．６％、０．８％、０．４％、０．２％及
び０％。これらの各々を用いて、実施例３のポリマー組成物を希釈して、所望の希釈ポリ
マー組成物を規定する。例えば、６．２５％に希釈されたポリマー組成物は、実施例３の
生成物の６．２５％を含む。この実施例において、さらに文章を通して、別段の記載がな
い限り、濃度はすべて体積基準である。表に示す細菌の接種懸濁液は、細菌（約２×１０
６）の終夜培養物溶液２０μｌを新しいブロス培地１ｍｌに接種することによって得られ
る。試験試料は、細菌接種懸濁液１００μｌを希釈ポリマー組成物１００μｌと混合する
ことによって調製される。結果は以下のとおりである。
【００９２】
【表１】

【００９３】
　実施例８の上記結果は、実施例３のポリマー組成物のＭＩＣが試験細菌種に依存するこ
とを示している。それは以下のとおりである。
【００９４】
【表２】

【実施例９】
【００９５】
　バイオフィルムを生成するＳ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）及びＰ．
エルジノーサ（ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）に対するＭＩＣを測定する。実施例３のポリマー
組成物を無菌ナノ純水で希釈して、５０％ポリマー組成物を調製する。ブロスを希釈剤と
して用いた一連の２倍希釈によって、以下の希釈ポリマー組成物を得る：２５％、１２．
５％、６．２５％、３．１％、１．６％、０．８％、０．４％、０．２％及び０％。細菌
接種懸濁液は、細菌（約２×１０６）の終夜培養物溶液２０μｌを新しいブロス培地１ｍ
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ｌに接種することによって得られる。試験試料は、細菌接種懸濁液５００μｌを希釈ポリ
マー組成物５００μｌと混合することによって調製される。試料を３７℃で２４時間静置
インキュベートする。結果を以下に示す。
【００９６】
【表３】

【実施例１０】
【００９７】
　実施例３のポリマー組成物を使用して、個々の細菌種の前もって形成されたバイオフィ
ルムを死滅させ、又は阻害する。実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、
以下の希釈ポリマー組成物を調製する：５０％、２５％、１０％、０％。前もって形成さ
れるバイオフィルムは、ウェル中の増殖培地１ｍｌに終夜細菌増殖物１０μｌ（約１０６

）を接種し、混合物を３７℃で２４時間インキュベートすることによって調製される。バ
イオフィルムは、ウェルの底部及び側面に形成される。増殖培地を除去する。Ｓ．エピデ
ルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）バイオフィルム又はＰ．エルジノーサ（ａｅｒｕ
ｇｉｎｏｓａ）バイオフィルムを含むウェルに希釈ポリマー組成物０．２ｍｌ又は０．３
ｍｌをピペットで取り、乾燥するまで無菌フード中で室温で維持する。その結果、ウェル
の各々において高分子膜が形成される。膜の半分を剥離し、無菌の空のウェルに移し、残
りの半分をその場に残す。新しい増殖培地１ｍｌを各ウェルに添加し、３７℃で数時間又
は２４時間インキュベートする。各ウェルからの２０μｌをブロス１ｍｌと一緒に新しい
ウェルにピペットで移し、３７℃で４８時間インキュベートする。前もって形成されたバ
イオフィルムが希釈ポリマー組成物によって完全に死滅していない場合、バイオフィルム
がウェル中に形成される。バイオフィルムをクリスタルバイオレットで染色する。バイオ
フィルムの発生に関してウェルを視覚的に検査し、Ｋｏｄａｋ　Ｉｍａｇｅ　Ａｎａｌｙ
ｚｅｒによって写真を撮る。結果を以下に示す。
【００９８】

【表４】

【００９９】
　上表において、「Ｙｅｓ」は全試料におけるバイオフィルムの成長を表し、「Ｎｏ」は
全試料において成長しないことを表し、「Ｎｏ（Ｎ１／Ｎ２）」は、Ｎ２個の試料のうち
Ｎ１個が成長しないことを表す。細菌／ポリマーという用語は、細菌と希釈ポリマー組成
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「膜」という用語は、剥離された膜を指す。Ｐ．エルジノーサ（ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）
０．３ｍｌを０．２ｍｌの代わりに使用する。というのは、そのバイオフィルムは、表面
で流動し、気液界面に付着する傾向があるからである。バイオフィルム形成を阻止するポ
リマー組成物のＭＩＣ、及び前もって形成されたバイオフィルムを乾燥によって死滅させ
る一連の濃度のポリマー組成物の能力、すなわち、バイオフィルムを完全に死滅させる最
小試験濃度（ＭＴＣ）を下表に示す。
【０１００】
【表５】

【実施例１１】
【０１０１】
　乾燥によって個々の細菌種又は胞子を死滅させる実施例３のポリマー組成物の能力を測
定する。実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、以下の希釈ポリマー組成
物を調製する：５０％、２５％、１０％、０％。細菌（約１０６）の終夜培養液試料１０
μｌを希釈ポリマー組成物の各々０．２ｍｌで覆い、無菌フード中で室温で１２～２４時
間放置する。その結果、高分子膜が形成される。膜の半分を剥離し、空の無菌ウェルに移
し、残りの半分をその場に残す。ブロス１ｍｌを各ウェルに添加する。３７℃で１～２時
間インキュベーション後、混合物２０μｌを各ウェルからブロス１ｍｌを含む新しいウェ
ルにピペットで移す。全試料を３７℃で約４８時間インキュベートする。各試料の２００
μｌ一定分量３つを９６ウェルプレートに移す。吸光度を９６ウェルプレートリーダーに
よって５９５ｎｍで測定する。結果は以下のとおりである。
【０１０２】
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【表６】

【０１０３】
　上表において、「Ｎｏ」は全試料において成長しないことを表し、「Ｎｏ（Ｎ１／Ｎ２

）」は、Ｎ２個の試料のうちＮ１個が成長しないことを表す。細菌／ポリマーという用語
は、細菌と希釈ポリマー組成物の混合物を指す。「表面」という用語は、乾燥ゲルを剥離
した後のウェル表面を指す。「膜」という用語は、ウェル中の剥離された膜を指す。
【実施例１２】
【０１０４】
　実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、以下の希釈ポリマー組成物を調
製する：５０％、２５％、１０％、０％。各希釈ポリマー組成物について、Ｂ．サブチリ
ス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）胞子（約１０５）を含有する溶液１０μｌを希釈ポリマー組成物
０．２ｍｌで覆い、無菌フード中で室温で２５時間放置する。膜の半分を剥離し、空の無
菌ウェルに移し、残りの半分をその場に維持する。ブロス１ｍｌを各ウェルに添加し、３
７℃で２４時間インキュベートする。３７℃で１時間インキュベーション後、混合物２０
μｌを各ウェルからブロス１ｍｌを含む新しいウェルにピペットで移す。全試料を３７℃
で約４８時間インキュベートする。各試料の２００μｌ一定分量３つを９６ウェルプレー
トに移す。吸光度を９６ウェルプレートリーダーによって５９５ｎｍで測定する。結果は
以下のとおりである。
【０１０５】
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【表７】

【０１０６】
　上表において、「Ｙｅｓ」は全試料における成長を表し、「Ｎｏ」は全試料において成
長しないことを表し、「Ｎｏ（Ｎ１／Ｎ２）」は、Ｎ２個の試料のうちＮ１個が成長しな
いことを表す。細菌／ポリマーという用語は、細菌と指定希釈ポリマー組成物の混合物を
指す。「表面」という用語は、乾燥ゲルを剥離した後のウェル表面を指す。「膜」という
用語は、ウェル中の剥離された膜を指す。
【０１０７】
　実施例１１及び１２の結果によれば、乾燥によって、プランクトン細菌及び胞子を完全
に死滅させる試験種の最小試験濃度（ＭＴＣ）は、以下のとおりである。
【０１０８】
【表８】

【実施例１３】
【０１０９】
　個々の細菌種の最小殺菌濃度（ＭＢＣ）を測定する。ＭＢＣは、細菌を完全に死滅させ
る材料の最小濃度である。実施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、２５％
又は５０％ポリマー組成物を調製する。ブロスを希釈剤として用いた一連の２倍希釈によ
って、以下の希釈ポリマー組成物を得る：２５％、１２．５％、６．２５％、３．１％、
１．６％、０．８％、０．４％、０．２％、０．１％及び０％。細菌接種懸濁液は、細菌
（約２×１０６）の終夜培養物溶液２０μｌを新しいブロス培地１ｍｌに接種することに
よって得られる。試験試料は、細菌接種懸濁液１００μｌを希釈ポリマー組成物１００μ
ｌと混合することによって調製される。試料を３７℃で２４時間静置インキュベートする
。細菌増殖の見られない試料の場合、ポリマー及び細菌混合物を寒天板に蒔く。３７℃で
２４時間及び４８時間インキュベーション後、細菌増殖を調べる。結果を以下の表に示す
。
【０１１０】
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【表９】

【０１１１】
　上記のことから、実施例３のポリマー組成物のＭＢＣは以下のとおりである。
【０１１２】

【表１０】

【実施例１４】
【０１１３】
　Ｓ．アウレウス（ａｕｒｅｕｓ）（ＭＲＳＡ）のＭＢＣを測定する。実施例１のポリマ
ー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、以下の希釈ポリマー組成物を調製する：１０％、５
％、１％、０．５％、０．１％及び０％。試験試料は、増殖培地１ｍｌを希釈ポリマー組
成物の各々０．２ｍｌと混合することによって調製される。これらの試験試料に細菌（約
１０６）１０μｌを２４時間接種する。培地１０μｌをＬＢプレート上に筋状にこすりつ
け、３７℃で２４時間インキュベートする。増殖を目視で測定する。結果は以下のとおり
である。
【０１１４】

【表１１】

【実施例１５】
【０１１５】
　実施例３のポリマー組成物の剥離膜の残留殺菌能力をある細菌種について測定する。実
施例３のポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して調製し、以下の希釈ポリマー組成物と
一緒に使用される：１００％、５０％、２５％、１０％及び０％。（１００％試料は希釈
されていない。）ポリマー組成物の各々の試料０．２ｍｌをウェルに入れる。ポリマー組
成物を無菌フード下でウェル中で室温で２４時間維持する。ポリマー組成物は乾燥して膜
層を形成する。膜層を剥離し、廃棄する。Ｂ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）胞子（約
１０４）又はＥ．フェカーリス（ｆａｅｃａｌｉｓ）（約１０６又は１０５）を接種した
ブロス１ｍｌをウェルに移し、３７℃で４８時間インキュベートする。各ウェルの試料２
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００μｌ３つを９６ウェルプレートに移す。吸光度を９６ウェルプレートリーダーによっ
て５９５ｎｍで測定する。結果は以下のとおりである。
【０１１６】
【表１２】

【実施例１６】
【０１１７】
　種固有のＭＢＣにおける実施例３のポリマー組成物の殺菌効力を曝露時間の関数として
測定する。
【０１１８】
　約１０７個のＳ．アウレウス（ａｕｒｅｕｓ）（ＭＲＳＡ）、Ｐ．エルジノーサ（ａｅ
ｒｕｇｉｎｏｓａ）及びＥ．コリ（ｃｏｌｉ）Ｏ１５７：Ｈ７を、１２．５％に希釈され
た実施例３の組成物の非存在又は存在下で恒温器中で３７℃で２４時間静置インキュベー
トする。０時から開始して、試料０．１ｍｌ一定分量をコロニー計数平板培養（ｃｏｌｏ
ｎｙ　ｃｏｕｎｔ　ｐｌａｔｉｎｇ）用に２時間ごとに１２時間、さらに２４時間目に取
り出す。寒天板上のコロニー数を３７℃で２２～２６時間インキュベーション後に数え、
３６～４８時間後に再度調べる。１２．５％に希釈された実施例３の組成物によって１２
時間及び２４時間後に死滅した細菌（ｌｏｇ減少／死滅割合）は以下のとおりである。
【０１１９】

【表１３】

【実施例１７】
【０１２０】
　個々の真菌種の溶液のＭＩＣを測定する。酵母増殖培地（ＹＭ）にＣ．アルビカンス（
ａｌｂｉｃａｎｓ）の終夜増殖物の１：２０希釈物を接種し、実施例１の以下の希釈ポリ
マー組成物の存在下で、１ｍｌウェルに２つ組で等分し、３７℃で２４時間インキュベー
トする：１０％、５％、２．５％、１．２５％及び０％。これらの条件下で、Ｃ．アルビ
カンス（ａｌｂｉｃａｎｓ）は、主にバイオフィルムとしてウェルの底部で増殖する。［
４，４－ジメチルチアゾル－２－イル］－２，５－ジフェニルテトラゾリウムブロミド（
ＭＴＴ）試薬を２時間添加し、培地を除去し、細胞を１００％ジメチルスルホキシド（Ｄ
ＭＳＯ）に可溶化する。試料２００μｌを９６ウェルプレートに等分し、分光光度プレー
トリーダーで読み取る。吸光度を４９５ｎｍで測定する。Ｃ．アルビカンス（ａｌｂｉｃ
ａｎｓ）に対する実施例１の溶液のＭＩＣは２．５％と測定される。
【実施例１８】
【０１２１】
　ポリマー乾燥によって溶液状態の個々の真菌種を死滅させる実施例１の能力を測定する
。終夜Ｃ．アルビカンス（ａｌｂｉｃａｎｓ）増殖物１０μｌを１ｍｌウェルの底部に配



(29) JP 2010-531168 A 2010.9.24

10

20

30

40

置し、実施例１の未希釈ポリマー組成物５０μｌで覆い、（２つ組で）終夜乾燥させる。
乾燥剥離物を取り出し、新しいウェルに入れる。酵母増殖培地１ｍｌを残ったウェル及び
剥離物含有ウェルに添加する。ウェルを２４時間インキュベートして、生存可能な残留酵
母を増殖させる。ＭＴＴ生存度アッセイによって評価して、どのウェルセットも増殖しな
い。実施例１のポリマー組成物は、乾燥によって、剥離物内に捕捉されたすべてのＣ．ア
ルビカンス（ａｌｂｉｃａｎｓ）生物体を死滅させ、無菌表面が残る。
【実施例１９】
【０１２２】
　実施例１のポリマー組成物で形成される剥離膜の残留殺菌能力を真菌について測定する
。実施例１のポリマー組成物、及び無菌ナノ純水を用いた以下のその希釈物を使用する：
５０％、２５％、１２％、６％及び０％。ポリマー組成物の各々０．２ｍｌをウェルに入
れ、乾燥するまで無菌フード中で室温で２４時間維持する。生成する膜を剥離し、廃棄す
る。Ｃ．アルビカンス（ａｌｂｉｃａｎｓ）の１：２０終夜培養物を接種した酵母増殖培
地２ｍｌを、ポリマーで前処理した各ウェルに添加し、１８時間インキュベートする。増
殖を定量化するために、ＭＴＴ試薬を各ウェルに添加し、その中で３時間維持する。細胞
を１００％ＤＭＳＯに可溶化する。試料を分光光度プレートリーダー上に配置する。吸光
度を４９５ｎｍで測定する。ＭＴＴによって測定されるＣ．アルビカンス（ａｌｂｉｃａ
ｎｓ）の生存度は以下のとおりである。
【０１２３】
【表１４】

【実施例２０】
【０１２４】
　ポリマーによって不活性化された細菌を以下のように同定する。細菌（ＯＮ増殖１０μ
ｌ（約１０６））をウェルに入れ、実施例３のポリマー組成物で覆い、又は覆わず、次い
で終夜乾燥させる。剥離物を除去し、無菌管に入れる。或いは、剥離物をその場で再水和
する。どちらの場合でも、十分な水を添加して、約２５％のゲルコンシステンシーを得る
。流体をフェノール－クロロホルムで抽出する。ＤＮＡエタノールを沈殿させ、次いで水
２０μｌに再懸濁させる。この試料０．５μｌを、汎用ｒＤＮＡプライマーを用いたＰＣ
Ｒ反応におけるテンプレートとして使用する。ＰＣＲ完了後、１．５Ｋｂ産物５μｌを１
０μｌ　Ｈａｌ制限酵素消化反応で消化する。消化物のサイズＤＮＡパターンを１．５％
アガロース電気泳動によって分析し、ＤＮＡバンドを臭化エチジウムによって検出する。
対照（未処理）と処理細菌試料から得られるＲＦＬＰパターンを撮影し、比較して同定す
る。ポリマーによって不活性化された試料で見られる制限酵素断片パターンは、乾燥未処
理のままにしておいた不活性化されない生存可能な細菌の制限パターンと同一である。制
限酵素断片パターンは、各細菌特有であり、視覚的に識別することができる。これを図１
に示す。
【０１２５】
　種々の細菌の処理に関する実施例３のポリマー組成物の結果を以下の表に要約する。
【０１２６】
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【表１５】

【実施例２１】
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【０１２７】
　Ｓ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）に対するＭＩＣを、実施例３から改
変される新しいポリマー組成物を用いて測定する。新しいポリマー組成物においては、等
量のＨＤＴＭＡ（ＨＤＴＭＡ＝ＳＤＳ）、又はＨＤＴＭＡの１／１０（ＨＤＴＭＡ＝ＳＤ
Ｓの１／１０）をＳＤＳの代わりに界面活性剤として使用する。改変ポリマー組成物を無
菌ナノ純水で希釈して、１２．５％ポリマー組成物を調製する。ブロスを希釈剤として用
いた一連の２倍希釈によって、以下の希釈ポリマー組成物を得る：６．２５％、３．１％
、１．６％、０．８％、０．４％、０．２％、０．１％及び０％。細菌接種懸濁液は、細
菌（約２×１０６）の終夜培養物溶液２０μｌを新しいブロス培地１ｍｌに接種すること
によって得られる。試験試料は、細菌接種懸濁液１００μｌを希釈ポリマー組成物１００
μｌと混合することによって調製される。試料を３７℃で２４時間静置インキュベートす
る。結果を以下に示す。
【０１２８】
【表１６】

【０１２９】
　Ｓ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）に対する以下の最小阻止濃度（ＭＩ
Ｃ）を測定する。
【０１３０】

【表１７】

【実施例２２】
【０１３１】
　実施例２１に記載のポリマー組成物について、個々の細菌種の最小殺菌濃度（ＭＢＣ）
を測定する。ポリマー組成物を無菌ナノ純水で希釈して、１２．５％ポリマー組成物を調
製する。ブロスを希釈剤として用いた一連の２倍希釈によって、以下の希釈ポリマー組成
物を得る：６．２％、３．１％、１．６％、０．８％、０．４％、０．２％、０．１％及
び０％。細菌接種懸濁液は、細菌（約２×１０６）の終夜培養物溶液２０μｌを新しいブ
ロス培地１ｍｌに接種することによって得られる。試験試料は、細菌接種懸濁液１００μ
ｌを希釈ポリマー組成物１００μｌと混合することによって調製される。試料を３７℃で
２４時間静置インキュベートする。細菌増殖の見られない試料の場合、ポリマー及び細菌
混合物を寒天板に蒔く。３７℃で２４時間及び４８時間インキュベーション後、細菌増殖
を調べる。結果を以下の表に示す。
【０１３２】
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【表１８】

【０１３３】
　上記のことから、Ｓ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）に対する実施例２
１に記載のポリマー組成物のＭＢＣは、以下のとおりである。
【０１３４】

【表１９】

【実施例２３】
【０１３５】
　実施例１の毒性は、培養ヒトＨｅＬａ細胞に対するグルコン酸クロルヘキシジン（一般
に使用される経口防腐剤）と比較されて決定される。ＨｅＬａ細胞を９６ウェルプレート
組織培養プレートにサブコンフルエントの状態で蒔き、付着後、指定最終濃度の実施例１
のポリマー又はグルコン酸クロルヘキシジンで３つ組で処理する。培養４８時間後、ＭＴ
Ｔ試薬を２時間添加して、生存度を示す色を生じさせる。１μＭ　ＰＡＯ（酸化フェニル
ヒ素）を正の（有効殺菌）対照として使用する。ＨｅＬａ細胞に対する実施例１の致死量
５０（ＬＤ５０）は約０．０２５％であり、グルコン酸クロルヘキシジンでは約０．００
０４％であることが判明する。さらに、実施例１のポリマーの最小阻止濃度は約１０－３

％であり、グルコン酸クロルヘキシジンでは６×１０－５％であることが判明する。これ
は、実施例１のポリマーが培養ＨｅＬａ細胞に対してグルコン酸クロルヘキシジンの約１
／１００の毒性であることを意味する。これを図２及び３に示す。これらの結果は、実施
例１のポリマー組成物（図２）では、０．０１％＜ＬＤ５０＜０．０５％及びＭＩＣ＝１
×１０－３％であることを示す。グルコン酸クロルヘキシジン（図３）では、１．２×１
０－４％＜ＬＤ５０＜６×１０－４％、ＭＩＣ＝６×１０－５％。これは、実施例１のポ
リマー組成物が、グルコン酸クロルヘキシジンの約１／１００の毒性であることを示して
いる。
【実施例２４】
【０１３６】
　ウイルス感染価に対するポリマーの阻止効果を測定する。実施例４のポリマー組成物１
００μｌと、１０％ウシ胎仔血清を含むダルベッコ改変イーグル培地（ＤＭＥＭ－ＦＣＳ
）２００μｌとを混合し、ウェルに入れる。ＤＭＥＭ－ＦＣＳを用いてその３倍希釈物を
調製し、平行な８列にして９６ウェル組織培養プレートに添加する：２０．０％、１３．
３２％、８．８７％、５．９１％、３．９３％、２．６２％、１．７５％、１．１６％、
０．７７％、０．５２％、０．３４％及び（ポリマー組成物を含まない）０％。ポリマー
組成物を無菌フード下でウェル中で室温で２４時間維持する。ポリマー組成物は乾燥して
膜層を形成する。膜層を剥離し、無菌ナノ純水１００μｌで再水和させる。



(33) JP 2010-531168 A 2010.9.24

10

20

30

40

50

【０１３７】
　ポックスウイルス（約１０２）１００μｌとＬＢ　２００μｌをウェルに入れ、混合す
る。ＤＭＥＭ－ＦＣＳを用いてその３倍希釈物を調製し、平行な１２列にして９６ウェル
組織培養プレートに添加する：１０２、６．６６２、４．４４２、２．９５２、１．９７
２、１．３１２、８．７２及び（ウイルスを含まない）０。
【０１３８】
　ＨｅＬａ細胞をあらかじめ蒔いた（約１０４／ウェル）、１００μｌ（ＤＭＥＭ－ＦＣ
Ｓ）と新しい組織培養物を含むウェル中に、希釈ポリマー組成物５０μｌをウイルス濃縮
物５０μｌと混合して、試験試料を調製する。
【０１３９】
　プレートを１～４日間インキュベートし、培地をメチセルロース（ｍｅｔｈｙｃｅｌｌ
ｕｌｏｓｅ）含有ＤＭＥＭ－ＦＣＳ１００μｌで置換し、インキュベーションを更に２～
６日間続ける。ウイルスの病理学的効果を縦横に視覚的に評価して、対照に比べたポリマ
ーの防御効果倍率（ｆｏｌｄ　ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　ｅｆｆｅｃｔ）を測定する。
【０１４０】
　ウイルスが細胞中で複製するにつれ、ウイルスは、膜が接触している近傍の細胞に広が
る。感染細胞は死滅し、生細胞によって包囲されたプラーク形成単位（ＰＦＵ）が生成す
る。生細胞中のプラークの形成は、ウイルスが生存し、細胞を死滅させていることを示し
ている。別のウイルスは、最高１週間経過後にＰＦＵを生じる。１プラーク形成単位は、
ウイルスが病原性であることをポリマー組成物濃縮物が妨げなかったことを示している。
【実施例２５】
【０１４１】
　ポリマーの色又は蛍光の変化を乾燥度の指標として使用する可能性を判定する。（Ｍｃ
Ｃｏｒｍｉｃｋ青色食品着色料を含む）実施例１のポリマー組成物、又は（Ｓｐｅｃｔｒ
ａｚｕｒｉｎｅ　ｂｌｕｅ　ＦＧＮＤ－ＬＩＱを含む）実施例４のポリマー組成物をガラ
ス表面で乾燥させる。徹底して乾燥させると、ＭｃＣｏｒｍｉｃｋ青色食品着色料を含む
ゲルは、ＵＶ光下で明赤色の蛍光を発する。ポリマー組成物が十分に乾燥したかどうかを
確認するこの方法は、乾燥が殺菌効力に影響するときに重要である。
【実施例２６】
【０１４２】
　固体材料（例えば、半固体）アガロースから浸出するポリマーの阻止効果を測定する。
１０％、５％、１％又は０％の最終濃度に希釈された実施例１のポリマー組成物を含む１
％アガロース１ｍｌを硬化させる。次いで、これらの材料のセグメントを、約１０５個の
Ｓ．エピデルミディス（ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）細菌を接種したＬＢプレート上に配置
し、条件が細胞生存率及び複製に資する場合に菌叢が形成するように、プレートを３７℃
で終夜インキュベートする。アガロース周囲の環状のクリアランスは、ポリマーがアガロ
ースから浸出し、周囲の領域に細菌が集合するのを防御したことを示している。これを図
４に示す。図４は、５％及び１０％のポリマー組成物が半固体支持体（１％アガロース）
から浸出し、Ｓ．表皮（ｅｐｉｄｅｒｍｉｓ）細菌の増殖から周囲の領域を防御すること
を示している。
【実施例２７】
【０１４３】
　固体材料から浸出する実施例１のポリマーの阻止効果を測定する。ある程度浄化された
Ｓｏｃｏｒｒｏの汚水から増殖された約１０５個の未知の細菌（多種多様な種の可能性が
ある。）を接種したＬＢプレートの表面に、一連の約３ｍｍ×３ｍｍセルロースろ紙片（
Ｗｈａｔｍａｎｎ）を配置する。実施例１の５％ポリマー希釈物（水溶液）１μｌ、又は
水のみを、フィルター上に点在させる。条件が細胞生存率及び複製に資する場合に菌叢が
形成するように、プレートを３７℃で終夜インキュベートする。ろ紙周囲の環状のクリア
ランスは、ポリマーがろ紙から浸出し、多種多様な未知の環境細菌が周囲の領域に集合す
るのを防御したことを示している。ポリマーが点在した領域における細菌細胞増殖の欠如
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は、ポリマー１μｌが接種表面に接触したところでポリマーが細菌の増殖を防止すること
を直接示すだけでなく、防御効果がにじみ出て、ポリマー流体１ｕｌで覆われた領域より
も大きいことを直接示している。この実施例は、（プレートがインキュベーション期間を
通して湿潤状態であるので）細菌増殖を効果的に阻止するのに実施例１のポリマーを乾燥
させる必要がないことも示している。結果を図５に示す。５％のポリマー組成物は、固体
支持体から浸出し、未知の汚水細菌からの増殖に対して周囲の領域を防御する。
【実施例２８】
【０１４４】
　Ｂ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）胞子の発芽に伝導性である湿潤表面に広がる実施
例１のポリマー組成物の阻止効果を測定する。実施例１のポリマー５０μｌを、１０５個
のＢ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）胞子を接種したＬＢ上に点在させる。プレートを
（覆い、湿潤状態で）３７℃で終夜インキュベートする。条件が胞子発芽及び細菌複製を
促す場合、菌叢が形成される。ポリマーで直接覆われた領域の直下だけでなくその周囲で
も見られる大環状のクリアランスは、ポリマーがポリマー自体の下の表面を防御し、防御
作用がポリマーからにじみ出て、Ｂ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）細菌が周囲の領域
に集合するのをさらに防御したことを示している。これを図６に示す。この実施例は、プ
レートがインキュベーション期間を通して湿潤状態であるので、胞子発芽とそれに続く細
菌増殖を阻止するのに実施例１のポリマー組成物を乾燥させる必要がないことを示してい
る。図６は、細菌胞子の死滅、及び発芽したＢ．サブチリス（ｓｕｂｔｉｌｉｓ）細菌の
防止を示す。領域Ａはポリマーで覆われている。領域Ｂはポリマーで覆われていない。領
域Ａ及びＢの少量（約５μｌ）の試料を栄養培地２５ｍｌ又は１５０ｍｌ中に置いてポリ
マーを希釈し、３７℃で４８時間インキュベートして細菌増殖させる。増殖は認められな
い。検証するために、（４８時間インキュベーション後）培地の各々１０μｌをＬＢプレ
ート上に筋状にこすりつける。生存可能な胞子又はプランクトン細菌がクリアランス領域
に残留している場合、コロニーが形成されるはずである。コロニーは形成されず、領域Ａ
及びＢが無菌であることを示している。ポリマーに曝されなかった対照の細胞は、コロニ
ーの太い線を生じる。
【０１４５】
　本発明を種々の実施形態に関連して説明したが、本明細書を読むことによって、その種
々の改変が当業者により明白になり得ることを理解されたい。したがって、本発明は、添
付の特許請求の範囲内であり得るかかる改変のすべてを含むことを理解されたい。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　微生物及び／又は感染体を有効量のポリマー組成物と接触させて、前記微生物及び／又
は感染体の生殖能、代謝、増殖及び／又は病原性を低減又は排除することを含む方法であ
って、前記ポリマー組成物が水、水溶性膜形成性ポリマー、キレート化剤、界面活性剤及
びチキソトロピー添加剤を含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１９】
　前記ポリマー組成物が、１種類以上の架橋剤、せっけん、洗浄剤、擬塑性添加剤、レオ
ロジー調節剤、流れ止め剤、沈降防止剤、レベリング剤、消泡剤、着色剤、有機溶媒、可
塑剤、粘度安定剤、殺生物剤、殺ウイルス剤、殺真菌剤、化学兵器剤中和剤、湿潤剤、又
はその２種類以上の混合物を更に含む、請求項１から１８のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３６】
　前記微生物が、エシェリキア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、エシェリ
キア　コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）Ｏ１５７：Ｈ７、スタフィロコッカス
　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）、スタ
フィロコッカス　エピデルミディス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉ
ｄｉｓ）バイオフィルム、スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、スタフィロコッカス　アウレウス（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ａｕｒｅｕｓ）ＭＲＳＡ、ブルクホルデリア　セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ
　ｃｅｐａｃｉａ）、バチルス　サブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、
エンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、エ
ンテロコッカス　フェカーリス（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）－ＶＲ
Ｅ、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）
、シュードモナス　エルジノーサ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）バ
イオフィルム、ストレプトコッカス　ピオゲネス（Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｏ
ｇｅｎｅｓ）、アシネトバクター　バウマニ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｂａｕｍａ
ｎｎｉｉ）、カンジダ　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）、カンジダ
　アルビカンス（Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ）バイオフィルム、又はバチルス　
アンスラシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　Ａｎｔｈｒａｃｉｓ）の１種類以上を含む、請求項１
から３５のいずれか一項に記載の方法。
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